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E本のスポーツ政策に関する政策評彊

一一総合型地域スポーツクラブに関する政策評楢に蕃呂して一一

小林 勉 布目靖則

ハi宏

1.はとめに

平成� 18年9月21日，文部科学省スポーツ・青少年局から各スポーツ機関へひとつの大きな

通知が行われた!)通知の内容はスポーツ振興基本計画の改定についてである.この改定は，

平成12年にスポーツ振興暴本計騒を定めた緊に，� r5塁手後に針猶全体の見宜しを留るものと

るjとされていたことをど受けてのものだが，その大きな変驚点は，今後のスポーツ行政の饗

な課題として，新たに� fスポーツの振興を通じた子どもの体力の向上jが加えられた点であ

る.そしてその課題に対する必繋不可欠な施策として� f子どもを惹きつけるスポ…ツ環境の充

が掲げられ，現場における実践的取り組みにおいて，学校体育団体による総合裂地域スポ

ーツクラブへのより協力的な体制の強化が求められることとなった.

このように，スポーツ振興基本計画の策定以降，今閥の見直しにおいても一貫して共通する

のは，総合型地域スポ…ツクラブ育成に対する文部科学省の積極的な姿勢である.これほどま

でに強力に推進される総会器地域スポーツクラブとはいかなる事業なのだろうか.本稿では，

そうした疑詩を文部科学寮が行っている� f事業評価jや� f笑績評価jといった各種評鑑報脅か

ら浮き彫りにしていきたいと思う.多岐にわたる文部科学劣の施策の妥当性や効率性

し，評価報告書としてまとめられたものはこれまで膨大な畿にのぼるが，ここではとりわけそ

うした評価報告書の中から，総合型地域スポーツクラブに関連する施策に焦点を当てていく.

総合型地域スポーツクラブ関連事業については様々な議論がされてきたが，総合型地域スボ

ツクラブに窮する事業に対して，政策評越の観点から整理されたものは管見ながら見鶏たら

ない.よって本襲においては，評価報告が公務されている平成13年度以降の資料をもとに，総
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合型地域スポーツクラブ育成関連事業が，いかなる政策目標のもとで展開され，これまでどの

ような政策評価がなされてきているのかについて整理しておきたいと思う.その際，総合型地

域スポーツクラブ関連事業そのものに対する検討は紙幅の関係から別稿に譲ることとし，ここ

ではまず，総合型地域スポーツクラブの設立を推進する側が，その政策をいかなる政策目標の

もとに展開し，それがどのように評価されてきたのかを時系列的に採録するごとを目的とした.� 

2.本報告資料の意義

総合型地域スポーツクラブ関連事業の政策評価がどのようにされてきたのかを書き留めてお

くことは，総合型地域スポーツクラブに対する議論を展開する際，推進側の政策的意図を確認

する点においてもひときわ重要な資料となるはずなのだが，そうした資料が白日のもとにさら

されるようなことは，関係機関を除いてこれまでかなり限定されていた.こうした中，平成� 13

年度から文部科学省では透明性の高い行政を目指す取り組みが開始され，文部科学省が行う事

務事業について，目標の明確化や成果の評価を実施することになった.そして現在，それらは

インターネットのウェブ上で広く公開されるまでになってきている.本報告資料では，行政の

透明性を確保していこうとする中で公開されるようになってきた文書を，総合型地域スポーツ

クラブ関連事業と結びつくところで集約し，それらの集成を試みたものである.

文部科学省が実施してきた政策評価には，� r 実績評価J r事業評価J r 総合評価」の� 3つの分

類があり，評価に当たっての基本的な考え方や評価の手法等，それぞれの相違は巻末資料の各

年度の評価報告の冒頭に概要を示しておくが，ここではまず3つの評価の基本的性格について

簡単に整理しておきたいと思う.

・事業評価:個々の事務事業の点検が目的.予算配分と密接に関連するため，翌年度の概

算要求の編成過程にあわせて実施される.

・実績評価:文部科学省があらかじめ設定した目標� (9つの政策目標と� 42の施策目標2)) 

に対する実績を測定し，目標の達成度合いについて評価.これまでの成果を測定すると

ともに，課題を抽出することが目的となる.

・総合評価:政策の決定から一定期間を経過した後を中心に，問題点の解決に資する多様

な情報を提供することにより政策の見直しゃ改善に資する見地から，特定のテーマにつ

いて，当該テーマに係る政策効果の発現情況を様々な角度から掘り下げて分析し，政策

に係る問題点を把握するとともにその原因を分析するなど総合的に評価する方式.

かかる経緯において一般に公開されるようになってきた政策評価を，本稿では，平成13年
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度から平成18若手度までの総合型地域スポーツクラブ関連事業を対象に，年度ごとにまとめ宣� 

ぞれらの政策評髄資料から少なくとも以下のヰ点が明らかにされるだろう.3:して採録しである

① 日本のスポーツ政策の全体的な枠組みはどのようになっているのか?� 

@ 総合型地域スポーツクラブ関i議事業が，いかなる政策課蟻を達成するために推進されて

いるのか?


国家事業として投入きれる当該事業の予算規模はどのくらいなのか?


文部科学省において ほどのように自己評価されてきているのか?


これらの観点そもとに，� B本政府の腿閲する政策におけるスポーツ政策の位置づけと，その

やでの総合型地域スボ…ツクラブ関連事業の占める位置を定住するための基礎資料とし

連の政策評{国報告書をまとめて猿理し重したところに，本報告資料の意識を見出すことができ

る.� 

3.考察

公開されている資料から明断できることについて，ここでは上記のくゅの観点に引き寄せ� 

援に加えておきたいと思う.)1て，簡約な考察を

日本のスポーツ政策の全体的な枠組みはどのようになっているのか?

文部科学省が掲げる使命と政策目標は，題� 1の鴻りとなる.

スポーツ振興に捜しては，� i政策目標� 7 スポーツ振興と餐康教育・青少年教育の充実jと

して掲げられ，その内容として� f生議スポ…ツ社会の実務と関際競技力の向上告と路指したスポ

ツ振興友び健康教育と青少年教育の充築会推進ふ子どもから大人まで心身ともに健全な社

会を爽翠寸るjが示されている，さらに，具体的な籍策目標として� S項諒が提示されてI:3り，� 

f施策目標� 7-1 生涯スポーツ社会の実現jを達成するための政策手段として総合型地域スポ

ーツクラブ育成察業が設置づけられるのである.

文部科学省が掲げる使命と政策呂擦は，その後，平成17年壌の実績評fUIi警のやで変更され，

以下に示した国� 2のようにスポーツ振興に関する「政策邑襟� 7 スポーツ振興と健康教育・青

少年教育の充実Jは「政策慰稼� 7 スポーツの振興jと改められることになった.また

に，スポーツ振興に関連する施策目標も� 5項旨から� 3項目と減少となったが，� r施策目標� 7-1 
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図 1

図 2 
3Z都持学翁"，タ童話診と政斑目蝿 平成 17年度)

教胃 科学技均 学緒、主化、スポ-".!出担割を*来九時先丹投資と也揖づけ、これ i堅調じ.. r人材・教胃、 f̂t大詰」と r科
骨桧例制遣立橿 j を饗諮.:t~

生涯スポーツ社会の実現」を達成するための政策手段として総合型地域スポーツクラブ育成事

業が位置づけられている点については同様で、あり，これらの図から日本のスポーツ政策の全体
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的な枠組みを浮き彫りにすることができるだろう.� 

② 	 総合型地域スポ…ツクラブ関連事業が，いかなる政策課題を達成するために推進されて

いるのか?

そもそも総合型地域スポーツクラブ関連事業は，どのような政策課題を達成するために誰進

されることになったのだろうか.棄ま合整地域スポーツクラブの全翠的畏艶に向けて，地域住民

への説暁会ではその特畿や設立されることの効果といった健福カ守言語に搾しおたかたちで議論

される傾向の中で，もう一度，その原初的な部分について確認しておくことは議繋であろう.

各政策評価の中では，� I生雄スポーツ社会の実現jのための政策アプロ…チが悶1おされてきて

おり，それらは次のような構図にて描かれている.

ここでは，文部科学翁実績評部報告書に示された ボーツ社会の実現jのための政策

斡な議題を，年度ごとに諮 3~密?として整理した. これらの構密から日本のスポーツ政策課

議における総合型地域スボ…ツクラブ翼連事業の る{立童を明らかにすることができるだろ

図� 3 平成13年皮文部科学省実績評価報告欝(平成14年7月〕に示されたアプローチ
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図� 4 平成14年度文部科学省実績評繊報告著書〔平成15年� 7f:lJに示怒れたアブロ チ
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図� 5 平成15年度文部科学省実績評価報告書〔形成16年� 8月〕に之氏怒れたアブローチ
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図� 6 平成16年度文部科学省実績評価報告書〔平成17年� 8月〕に示されたアプローチ
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図� 7 平成17年度文部科学省実績評価報告書〔平成18年� 8月〕に示されたアプローチ
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同家事業として投入される当議事業の予算競撲はどのくらいなのか?


関� 5 盟?に示された予葬額からもわかるように，� r
総合型地域スボ…ツクラブ育成推進事

として計上された予算は，� 3後丹規護から� 10信、丹ζi上のそ予算が計上されるなど，その予

よってかなりの変動がみられる.この背景には，総会議芝地域スポーツクラブ育

して，スポーツ振興くじ(逸材、toto)からの補助金制度の存率も関連Lていると考えら

れるが，ここではそうした予算規模の変動に加えて，総合型地域スボ…ツクラブ育成に関係し

て嫌々な事業が展開されている事実にも注目しておきたいー詳細l立場在米の資料にまとめておく

が，総合護地域スポーツクラブに関連する事業には，� r総合型地域スポーツクラブ育成推進事

のほかに，� r クラブマネジャー養成講習会JJ.t域スポーツセンタ…育成モデル事業jや� f

などが並行して実撞されながら議選されており，罵達事業の裾野の広さを確露することができ

る*

文部科学省において一連の事業はどのように自己評価されて念ているのか?

閣5-凶7にも記されているように，評価報告書の中には[想定どおり連成J r想定以上に� 

f概ね順調に進捗Jといった常定的な評価が並立されていることが大きな特徴である.� 

真鵜に推移しているとの高い)11本社会がB文部科学省自身が，生涯スポ…ツ社会の実現に向けて

自己評鑓を行ってきている現状が浮き影りになった.� 

4.結びにかえて:今後の課題と取り組み

以上，簡略な考察を試みてきたが，今後はこうした政策評価資料をもとに，文部科学省の行

った自己評髄と総合型地域スポ…ツグラブに設立しようとする地域住民のあいだの認識の相違

ど，政策評価の内容と現場の実態の惹興を検証していく作業が求められよう.それらの検

討作業は我々スポーツ健康政策共同研究班の取り組むべき今後の課題としたい.

注� 

1) 通知先となったのは，(財}院本体育協会会長， (財}日本オリンピック委員会会長， (財)日本レク

リエーション協会会長， (財)日本中学校体育連盟会長，� (M)会問高等学校体育連盟会長，会頭渡会

小学校校長会会長，全日本中学校校長会会長，全国高等学校長協会会主主，日本私立中学校高等学校途

その他企画，体育課，佐渡スポーツ課，競技スポーツ練所管法人代表者である.� 

主ド13の施策悶様が提示されたのは平成42施策目標の数は，年度により主主千の変更がある.ちなみに2) 

度である.
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3) 	 採録に当たっては，文部科学省� HP I政策評価結果J(http://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka! 

kekka!main5 a11.htm . 2006年� 12月20日)を参照した.

参考文献

文部科学省HP I政策評価結果J(http://www.mext.go.jp/a_menulhyouka!kekka!main5_a11.htm・2006年12

月20日)
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巻末饗料

平成13年度事業許僚について(概要) (平成 13fド9月25B) 

I.詳織に当たっての基本的考え方


文部科空手翁においては，� r
王子主主� 13年度文部科学後数策評価実施計関J(守主成 13$6月4日政策評領会議

決定，以下「災総計薦jという.)を策定し，平成 13年度を試行的実施設際と捉えて，これまで評価を進

めてきた.本事紫綬鋳は，文部科学翁が行う事務事業について，呂擦の号待機化や目立呆の努織を行うことに

より，職員の意識改2事会図りつつ，箆災への的確な情報の捻鉄による透明性の潟い行政を目指す取り組み

であり，政策評価の� 3分類である「卒業評価J r実績評鋭J r総合詳伽Jのうちの� f築業評価」の方式に蒸

づくものである.個々の事務家業乞点検する「娯楽葬儀jは，その選裏付けとなる予鋒と密接に関連するた

め，平成14年度概算要求(l)綴成過程にあわせて実絡した.なお，文部科学省の所管する行政分野の全体を

鱗羅する「笑綴祭儀jについては，今年度後半に，具体的な達成包擦や数値的な浪ij定指縁寺撃の設定を行い，

長長年度以降段織的に務価を行う予定で、ある.� 

II..築業評価の結巣

平成� 14年度概算要求において新規に実施する?あるいは拡1c改務を図る事務事業者事について，文部科学

省政策寄l'fI削災施婆領{王子或� 13年� 3月15B政策委手僚会議決定)に沿った評価を試行的に行った.具体的に

は，重点、議題，新規事業，継続家殺について，行政が関与する必姿役者事を説明するとともに，百I能な限り� 

i霊成目標・達成時期等の設定を行い，その内容を事業経級審としてまとめた，重点、課題詩仰については，

関民約関心の高い課題として� f基礎学カの向上J rゲノム科学分野における間際競争力の強化J'a:-取り上

げ，これまでの政策効3裂の分析及び当該分析を踏まえた今後の途成効果・� 2重成問擦の明確化を綴った.継

続奪事業については，浮織を行った結果，社会情勢の変化等を踏まえて事業のあり� 1:i'a:-見後すもの，十分な

必要性等が認められ適切な政策効果が見込まれる事業として拡充するもの等に整理し，王子成� 14年度概算要書

求に反峡した.本事業評価警は，政策評価に関する有識者会議(9月18日開催)の助言?を跨まえた上で，� 

9月25Bに関儀した政策評{援会議においてとりまとめた.

語議(l)名称又は内幸子 ーで

必要性 -地方公共凶体が行う公共スポーツ施設の繋僚にあたっては，昭和47年保健

体育審議会事~!fi r体育・スボ…ツの普及議事専に関する基本方策についてjで，

「すべての留民が，日常生活のなかで体育・スポ…ツ活動に殺しむことができ

るよう� Lこするためには，人々の興味や関心，技術の経度などに応じて

手軽に利用できる公共施設を数多くつくることがたいせつである.Jとされ，

人口規模に応じた施設別の整備基準が策定された.以降，この裏書儲基準に築
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づき，国の財政支援のもと，公共スポーツ主義設の?量的整備が進められた盤

また，平成元年保健体育務議会答申� r21設を紀iこ向けたスポーツの緩輿方策

についてjでは，� r地域住民のスポーツに対するニーズを的確に把握し，かつ，

将来の動向についての中・長期的な見通しの上に立ち，数量豪スポーツ，競技

スポーツに総額から計画的にき霊燐充実を図っていくこと.Jあるいは.r地域

(身近な生活地域)，市区町村竣及び者五滋府県域という生活関城の各段階ごと

のスポーツ施設の幾たす機穫に着目するとともに，研究・研修や情綴提供な

どの関連機能をも綴筏すること� .Jとされ，スポーツ線設の整備の指針により，

施設の標準的な規格・渓緩や具備すべき主な付機施設・設備等が:iFされた.

闘においては，地域におけるスポーツ施設の整俄状況等を務まえ，平成6

匁度において，総合型地域スボ…ツクラブ育成モデル考葬祭の実施に先駆け，地

域スポ…ツクラブの活動拠点としてふさむしいクラブハウスを備えたスポー

ツ施設の綾織に補助制度を重点化した.さらに，平成12王手� 9flの� fスポーツ

振興基本計綴jでは，総合型地域スポ…ツクラブの全国展療を，佐渡スポー

ツ社会の早期実現のための最重点施策としているところであり，その活動拠

点となるスポーツ施設についても更に利用しやすいものとするようその機能

と質を充実させることを求めているところである.

(I)公緩伎の有無

日常的なスポーツ活動の場として，総合型地域スポーツクラブを全国に

展開することは，学校完全渇� 58秘書寺代における地域の子どものスポーツ

活動の受け滋の整備にもつながり，さらには，地域の渓帯主主織の高揚，世

代間交流毒事の地域社会の活性化や湾住にも寄与するものであり，十分公援

性がある‘

(2)政府湾与の必要喜悦

黄色域の公共スポ…ツ線設は，都道府県や市街村において整備が進められ

ているが，身近で科沼しやすく親しみやすい，総合潟地減スポーツクラブ

の活動の場となるようなクラブハウスの機能を備えた施設の整備状況は十

分なものとは言蓄えない. したがって，これら施設整備について，閣が目指

す方向へ地方会共団体の施設整備を先導することが必要であり，その際に

地方公共間体の財政事情等iこより施設型軽備に地域格差，不均衡が生じるこ

とがないよう，闘が交援していく必要もある.� 

(3)溺と地方の役割分担の適切さ� 

121C9月に策定した� fスポーツ振興基本計磁jでは，政策目標として

窃関尽の縫もが，それぞれの体力や年齢，技術，興味"悶的に応じて，い

つでも，どこでも，いつまでもスポーツに親しむことができる生涯スポ

ーツ社会を爽渓する.

③その目標として，できる限り卒業書に，成人のi趨1回以上のスボ…ツ実施� 

E容が2人に� 1人� (50パーセント}となること合目指すこととしている.

その写期実現のため，憲章合型地域スポーツクラブの全国展開を般五重点

線?をとして計画的に推進し，� 2010年までに会留の各市区町村において少

なくともひとつは総合型地域スポーツクラブを育成することを到達呂擦

として掲げ，留は，モデル事業::r怒らに推進することとしている.

したがって，施設整備の面においても，黄色域の先導的な役舗を来たす，

総合型地域スポーツクラブの活動の主義としてクラブハウス毒事を鍛えたス

ポーツ施設の撃事請に対し，引続きE裂が財政叉援を行っていく必雪警がある.

(4)民営化・外部委託のllJ� a
国が目指すスポーツ環境の整備の先導的役務を呆たすもので

あるため，障が自ら実施主体となることが適当でおる.また，地方公共団

体への財政的支援は，公共然・公主義性の観点から民党化にはなじまないも

のと考える.
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手段の適正性 

達成効果及び達成時期

備考

(5) 閣議決定，審議会報告等 

0体育・スポーツの普及振興に関する基本方策について

(昭和 47年 12月初日保健体育審議会答申) 

021世紀に向けたスポーツの振興方策について

(平成元年 11月21日保健体育審議会答申) 
Oスポーツ振興基本計画の在り方について

一豊かなスポーツ環境を目指してー

(平成 12年 8月 9日保健体育審議会答申) 
(6)類似の事業の有無等

体育館，水泳プール，運動場等の整備に対する補助は，それぞれの省庁

の行政目的に基づいて行われているものである.しかし，社会体育施設整

備事業は，スポーツ振興法に基づき，それぞれの地域で子供から高齢者ま

で幅広くスポーツ活動の利用に供すること目的として，計画的に整備する

スポーツ施設の整備を支援している.

| 総合型地域スポーツクラブの全国展開を推進するための国の施策の一環と

して，総合型地域スポーツクラブの活動の場となるクラブハウスを備えたス

ポーツ施設の整備を支援し，他の地域におけるスポーツ施設の充実のための

先導的事例としている.このことは，口頭，手引書などによる指導よりも，実

際に目に見え，効果的であり，また，実際クラブの活動の場として利用する

ことで，より実状に即した使い勝手のよい施設づくりの参考とすることがで

きる等，生涯スポーツ社会の実現に向けた，地域におけるスポーツ環境の整

備充実に資するものと考える.

|達成効果 |達成時期

「スポーツ振興基本計画」においては， 1誰も I1スポーツ振興基本計画」

がスポーツに親しむことのできる生涯スポーツ|は，平成 13年度から概ね 10

社会を 21世紀の早期に実現するため，国民が日|年間(平成 22年度)で実現

常的にスポーツを行う場として期待される総合|すべき政策目標を設定して

型地域スポーツクラブの全国展開を最重点施策|いるものであり，政策目標

として計画的に推進し，できる限り早期に成人|を実現すべき基盤的な施策

の週 1回以上のスポーツ実施率を 50パーセント|の一環として，本事業を実

とする .Jことを政策目標として掲げている.そ|施していく必要がある.

のために， 12010年(平成 22年)までに，全国

の各市区町村において少なくとも Iつは総合型

地域スポーツクラブを育成する .Jことを必要不

可欠な施策としている.

このため，基盤的施策の一環として，総合型

地域スポーツクラブの活動の場となるスポーツ

施設の整備充実を図ることにより，総合型地域

スポーツクラブの育成を進め，生涯スポーツ社

会の早期実現を目指す.



79 2∞7 日本のスボ…ツ政策に関する政策評悩(小林，ギ皆 13，早 JII) 

事業の名称又は内容

予算喜重及び事業開放年度

課係関び
一
的

及
一
円
ロ!


君
"
問

管
一
図

、
来
一
歳

必要を殺

広域スポーツセンター育成モデル響楽


王子草案 14匁度予算額:ぉ3苔万丹

(王子淡路年度予算額 :511苔万持〉


:平成 11年度


スポーツ振興費


地方スポーツの振興等に必要悪な級事費

広域スポーツセンター育成ょを

|(主管課)スポーツ青少年局生援スボ…ツ線(謙長:岩上安孝)

|施策目標 7 地域におけるスポーツ環境の義備充実

国民の識もが，それぞれの体力や匁齢，技術，興味・目的に応じて，いつ

でも，どこでも，いつまでもスポーツに綴しむことのできる生涯スポ…ツ社

会の実現は，我が屈の重要な政策謀幾の一つである.本施策は広域スポ…ツ

-l!ンターを育成するモデル事業を実施するものであり，この事業で得られた

或祭会宣言滋きさに普及することによって，金援スポーツ社会の基盤となる広域

スポーツセンターの育成を E怒り，総会裂地綾スポーツクラブ〈以下

クラブjという， lの全密展開を推進する.

(公絞殺の有無}

これまで我が国においては，学校と企業を中心、にスポーツが発展してきた

ため，学校を卒業すると，スポーツに線しむ機会が減少する傾向にある.我

が図の週 1回以とのスポーツ実施率会見ても約 37%と，約 50%を超えるヨ

ロッパに比べて低い状況にある.このため，昨年 9月に策定された fスポ…

ツ綴興事基本計爾 jでは，成人の選一段!以上のスポーツ実施率が 2人に 1人 

(50%) となることを政策目標とし，政策滋綴達成のため不可欠な施策として

関民が8常的にスポーツを行う場として綴待される総合型クラブの全国援関

を後滋点滅策として位置付けている.

こうしたや，広域スポーツセンターは，総会選クラブの創設や運営，活動

会支緩する組織として，河計麗でも，各都道室府県において少なくとも 1つ，将

来的に iむよ波市町村圏程度の地域での設畿が佼澄fすけられている.総合捜ク

ラブの継続的有安定的な運営に当たっては，総合型クラブを立ち上げるため

のノウハウの蓄積，経営能力を有する専門的な人材の育成，スポーツ指導著者

の幾成・確保など個々の総合型クラブだけでは解決できない課題がある.こ

うした務課題に対して，広域市町村鴎できめ細かく支援する組識の必要要性が， 

7若手度から行われている総合型車クラブ育成のためのモデル事業を実施す

るやで浮かび上がってきた.このため，二記のように，計画では総合型クラ

ブ会支援する広域スポーツセンターの育成の援滋の重要性を指織している.こ

のように，広域スポーツセンターは，黄色域スポーツの振興を図るための各緩

シンクタンク機能を有し，総合毅クラブIJ)金額獲績をと支援するという公主主役

がある.

(政府関与の必重要性)

スボ…ツ援輿蒸本計画で定められているように，各都道府県において少な

くbも lつ，将楽的に広域市町村圏程度の地域で設援するためには，国自ら

がよモデル事業を推進し，その実施により得られた成長良について，全国の関係

者に対して，情報提供を行う必要がある.

と地方との役割分担の適切さ} 

E設は，先導的に広域スポーツセンターの蕊主義像を先取りした各都道府県の

よそデル幾重量惑と実施し，広域スポーツセンタ…の夜り 1j1こ穏するガイドライン

など，各都道府県における広域スポ…ツセンターの育成事業の文
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手段の適正位

i議成効果及び達成善寺期 
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援金行う.一方，地方においては，閣の行うそヂル毒事業などを参考としつつ，

各主主域の実情に応じて広域スポーツセンターの育成を図る.

-外部委託の可否)

総合型クラブの継続的・安定的な遂営に当たっては，総会機クラブを立ち

上げるためのノウハウの蓄積，経営総力安手まする専門的な人事ぎの育成，スポ

ーツ指導者の養成など倒々の総合童話タラブだけでは解決できない謀総がある.

そのため，全国的燥機・視点、白から，将来の我が闘の生涯スポーツ社会の絞り

カ?を踏まえつつ先導的に闘が泰業を実施していくことが適当であると考える.

なお，広域スポーツセンヂ…の運営においては，都道府県によっては，長麹

しているケースもあり，民間活力を導入ψすること安否定するもの

:ではない.

言語天王ーツセンタ一地滑う機能には以下のようなものが想定されている.

。総会主芝クラブ~立ち上げるためのノウハウの蓄積

む総合型クラブを円滑に運営するクラブマネジャーの養成

。多様な技術レベルに対応可能なスポーツ指導姦?の養成・確保

り広域濁にまたがる途切なスポーツ情報の提供

。総合迎夕ラプ関の情報交換の場の確保

これらはある程度の総合型クラブの気懸やニーズを把擬したうえで事業を

行うことが求められることから，個々のお釘村や総合型クラブが絞り組むよ

りも，市町村絡を滋えた広域趨レベルで支援体制を構築し，広域スポーツセ

ンターとして専門的・総合的に取り組むことがより効果的である.

また，広域スポーツ-I!ンターを設置している道県においては，綴織的 lこ総

合護法クラブの創設・育成がE怒られており，広域スポーツセンターが総合滋グ

ラブの創設や運営の支援に資ナることが，実証されている.よって，言r重量綴
認内に，各地域の実情に合わせた広域スポーツセンタ…の猿備を図るために

は，まず各都道府県のモデルを示し，お都道府県において，ぞれらを参考に

立ち上げていくという手法が適当であり，効果的と考える瞬 

!達成時期義成効果1;
生涯スポーツ社会の災現に向けて，平成 22命。までに 1


総会話器クラブを各市町村に少なくとも 1つ育成すると


いう数多安殴擦に対して，広主義スポーツセンヲーの設裁


がなされた滋燥においては，まだ設題まされていない都


府県よりも総合滋クラブの育成が進んでいる.たとえ


いない都府県においては，平均して 2mほ釘村で総合

迎クラブが創設されている.一方，現在広主義スボ…ツ

センターモデル事業が実施怒れている 5道県における

本土台はおよそ 6市町村である.

現夜，モデル事業が開始 2塁手段であるため， 3年!湾

のモデル専喜多誌の期間が終了した例 iまないが，現在実施

.中の道県においては，穫呂 gUスポーツ指導者(J)有資格

者の派遣・巡回，スポーツ大会や総合獲量主主義スポーツ

クラブマネジャ…の養成研修会の開議等の繁栄が広域

スポ…ツセンターにより機械的に行われ，所重要の成果

を収めつつある.また，将来約に広域市町村聞に 1つ

程度の広滅スポーツセンタ…の設獲されることを目指

し，スボ…ツ振興基本計画の期間中(平成 13年から平

成 22年}のできるだけ早期の段階で，各都道府県に 1 

ば，広域スポーツセンテー育成モデル響楽が行われて
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lつの広域スポーツセンターの育成を図ること� kする.

なお，ス#…ツ振興のみならず，地域の健康水準の

改装とそれに伴う医療費の郁滅，依代間交流，努少年

の健全育成，あるいは地域社会の活性化や再生も波及

効主義として考えられる.

)t部科学音量~績評価審概要喜一平成 132手渡… (王子成14年� 7月)� 

行政機関が行う政策の評{還に関する法律に基づき，文部科学省政策評額基本計翻及び平成14若手度文部科

学後政策評価実施計磁に従い，� r文部科学省の使命と政策目標J Iこ示した施策を対象として実緩評価方式

によりとりまとめたものである.

1.妻子錨の対象及び評価災施機関等

文部科学省所管行政全般について，� r こ基づき，担当局譲におい文部科学獲の使命と政策8標{別紙)J I

て，平成� 14年� 6fHこま主策評価を災施.� 

2.養子悠の観点及び手法号事

あらかじめ設定した自擦ゆっの政策関標と� 42の施策問機)に対する災緩をき認定し，目標の達成度合い

について評価する方式により，平成13年度までの各施策について評錨を実主義.各施策目標の遼露支度を測定

するため，逮成尽擦を設定し，関漆指標等をt活用し.現状を分析し，これまでの感義主塑室するとともに，

繰題を抽出.� 

3.学識経験を有するおの知見の活用

政策評価に関する有識者会議(平成14年� 8月初日)において，言事舘内軍事等に対する助努を頂き，評価

舎に反映.� 

4.評価を行う過程において使F殺した情報等

務倒を行うに~たっては，益重り効巣をできる凝り数量的に提示する指標を設定し，妻子係書に喫示した，

また，必要に応じて参考指標を設定し，間接的な効巣を明示.� 

5.評f遜結完走の活用

評価結果については，平成15年度予算裟求毒事に適切に反映谷せるため，� r現状の分析と今後の幾重喜jに

おいて，現在の検討状況等について記載.

また，各施策及び事業の関係を室長渡し，施策分野会体を視妻子に入れた評価を行うため，各施策目標銘に

説明鴎を添付.

{参考)笑綴好餓方式

政策を決定した後に，政策の不断の見直しゃ改争奪lこ資する見地から，あらかじめ政策費主主義に務自した達

成すべき百擦を設定し，これに対する笑績を定期的，継続的に測定するとともに，自標期間が終了した時

点で民擦綴開会体における取緩や議終的な実績等合総括し、目標の連成度合いについて評価する方式
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(J)施策名

@主管課

@iま本目標及び主義主主13I(基本目標 7-11 
様� l国民の誰もれそれぞれの体力や年齢，技術興味� .13約に応じて，いつで

も，どこでも，いつまでもスポーツに親しむことができる生援スボ…ツ社会を

実現する.

(達成8稼7-1-1)
平成22年度までに，成人の滋-[jj]以よのスポーツ実施準を 50%以上とする‘

{達成目標 7 1 2) 

平成22主F度までに，全閣の各市町村において少なくとも一つは総合愛地域ス

;ボーツクラプを育成する，

(速成目標 7-1 3) 

主P:!iX:22年度までに 各都選府県において少なくとも一つは広域スポ…ツセン

|ターを育成する.

$現状の分析と今後の| 文書芸科学j撃では，平成立王手告月に策定さ

課題 主主~三滋スポーツ社会の実現に向け，各種施策をき差襲警してきている.そのや
心的な施策として，題突の誰もが身近な地域社会の中で継続的にスポーツに殺

しめるよう，仲間，スポーツ施設，活動プログラム，指導者などのスポーツ活

動の主義燥が整鱗され，地域住民の自主的な選管令目指した総合型地域スポーツ

クラブ育成の全密展開を披滋するとともに，これらを育主主・定着を支援九十るた

めの広域スポーツセンターを各都道府県において少なくとも一つは育成するべ

く取組会行っている.

この結果，総合裂地域スポーツクラブについては，平成13年度において� 115

の市町村で取り総まれ，義実に育成谷れつつあるが，総合型地域スポーツクラ
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ブの運営のノウハウの議緩やクラブマネージャーの幾成が諜皇室である.このた

め，総合型地域スボ…ツクラブ管成に向けたモデル療業への支援，総合羽地域

スポーツクラブの運営を担うクラブマネージャーの幾成研修会の開催，創設・

予言成マニュアルの作成によみ情報提供など引き続義務目立・定着に向けた施策を

実施していくことが議事さである.

また，広域スポーツゼンターの育成についても渓夜� 11の祭で設置されている

が，設重量されている採においては，設置されていない然より総合型地域スポー

ヅクラブの創設が進むという効巣も晃られており，今後とも，総合型地域スポ

ーツクラブ創設のためのノウハウの蓄積や指導者の養成への支援はもとより.広;

域市町村重量におけるスポーツ振興を効果的・効学的に捻滋していく上で重~な;

いくことが必要である.

なお，平成14年度から，スポーツ振興投票の収主義配分が開始され，総合塑地

主義スポーツクラブの創設やその活動拠点となるクラブハウスの整備，モ

重量が終了した広域スポーツ令ンターにも助成されることになっており，こうし

た収畿の効果的活用をEおっていくとともに，スボ…ツ援要専の基盤となる指導者

の養成・薙保，スポーツ施設の充実はもとより，沼氏のス;jf…ツ参加促進に向

けた普及啓発を推進していくことが必要である.� 

|⑤指標 10 11 12 13 

成人の週一回のスポーツ|� 34.7 37.2 

3長総率(%)

総合型地域スポ}ツクラ!� 16 19 37 64 115 

ブを設置する子宮町村数

広域スポーツセンタ� ~I 5 5 11 

設置する都道府県数

i備考

余波スボ】ツ社会の実現

!Iì聾輩農来の場K睡Wも1Y1量，.舎そを重れぞ量す急のる体1*11.年調t. 雄輔喰健司量・接的ζ嘩じて、いつでも、どこでも‘いつ裳でもス~-ツに悔しむζとができる圭 

!21その聾ーとして巴できる量移写書記、証人治車3躍線上"スポーツ竃轟・8二人にー人!5OJfωセン村主傘ることを盟書't.
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文怒科学省総合評価一滋域社会の期得iこ応える人材資成方策一要旨 {平成 15年3 Jl24お)

1.総会妻子織のg約� 

Jこの評鍛は，総合妻子儀方式� (7.訟を熊いて，主ゑ滅千士会の人材の確保・脊主主に関する毒主総について，文部

科学後と黄色方公共陸体との役割分担の分析，文部科学議が行う取組の貢献度の分析毒事を行うことにより，

地域社会の人材の確保・脊或の取組を行うよ1:の議題を把握し，文部科学省における今後の施策の幾関に

こことを目的とする.

注:i総合評価方式とは政策評価に関するま悲本方針(平成13年12月18B閣議決定)において「政策の決

ら一定期間を経過した後を中心に，間総点の解決に資する多様な情報を提供することにより政策

しゃ改善に資する見地から，特定のテーマについて，当該テーマに係る政策効泉の発現状況を

機々な角度から掘り下げて分析し，政策に係1.>問題点会把握するとともにその厳閣を分析するなど総

合的に評価する方式」とされている帯� 

2.総合言李錫の手緩

総合評織の実施に当たっては.r こ絡する有識者会議jの助言を得て，以下の寺子s療により行っ絞策葬儀i

た.

〈む地域社会の期待に応える人材育成iこ関する� 55の政策議8を予め選定，

これらの政策展呂について，地方公共院予本(都道府県及び市区町村}を対象に人材の確保・育成ニー

ズに関するアンケート調査を実施し.rニ…ズが渇く jかっ� f確保水準が低いJと分析怒れた� 10の政策

項協会摘出.

ゆ繁栄害事の所管課において，抽出された政策現闘を評価対象として評価を実施.

を大臣官房政策謀評価家において取りまとめ，総合評価書を作成.� 

3.総合評価の実施

(1)喜子締結果となる政策項呂の捻出

ンケ…ト讃査の実施

事芸滋売手銀・子台区野村の首長務局・教?著書を~会 (j)人材育成担当者 Lこ対し，生涯学習雪様 初等中等� 

，スポーツ，文化等の分野から人併の事護保ー育成に関するあの絞策項自

ト調査をと実施した.

ンケ…ト調査の分析による� 10の政策項目の倒防

55の政策項目のうちから「確保・育成のニ…ズは高いが，確保・育成水準が低いJ上位項隠ぷ市区町

村会対象としたアンケート調査結果及び都道府県令対象としたアンケート調査結巣から揃出した.

※アンケ…ト対象:47都道府県及び695市区(以上怒皆)，並ぴに7∞町村(無作為搬出)

潟査区分

子宮区町村対象アンケートの

上位攻包

政策項目名

放議後ー滋米等の子どもの活動を支援するボランティア

号E学望号擁護手� (LD)やADHD等の児3量生徒に途切に対応、できる教員

金主主主療のスポーツクラブを適切にマネジメントできる人材

@学校の情報化会支援する人材{システムぶンジニ'毒事〉

告文化財の保存・修理等を行う人材
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e学校と地域社会との連携議会についてコーデイネートする人材;

ぐちスポーツ指導員など学校の運動部活動を指導する人材

都滋際線対象アンケートのi争スクールカウンセラーなど児童生徒会対象とした相談員

上位項問後� I~}情報教育に関し高い実践的指導力安手写する教員

ご3ーデイネートする人材

織市区町村アンケートの上位項目のうち①，②， @， ~む lム都道府県アンケートにおいても上位に位置付けられたので，

11:複を避けるために事si笈府県上位項目から除いた.� 

(2)政策項包ごとの議事綴の実施

包事業等の所管隷による政策項呂ごとの評磁の災後方法

抽出された� 10の政策項目について，当該激策項践に関する事業等の所管課において評価を行った.

③政策項目ごとの評価における「総合的な評定Jの要旨

事業等の所管課における「総合的な評定jの望書設は別添のとおり.� 

4.今回の総合評{磁のまとめ

(I)評億結采の総妻子

地方公共間体におけるニ}ズが高く確保・育成水準の低い人材の確保・育成に関する� 10の政策項目につ

いて，その取組の人材の確保・育成に関する資獄伎の分析等を行い，人材の確保・育成のための取組を行

う上での課題や今後の取組の方向性を明記した.

これらの政策項闘については，今回の評価総占拠において明らかにされた謀総や今後の取組の方向性を跨

まえ，この評価総巣令王子成� 16年度の概算要求書事笈なる取組の展開に反映'!!-やる必要がある.� 

(2)今後の議題

総合評錨が，特定のテーマについて，さき談テ…マに係る致策効果の発波状況を様々な角度から掘り下げ

て分析し，政策iこ係る問題点を把握するとともにその滋習を分析する評備であること等を踏まえた場合，

今後，総合評価会災絡するにあたっては，評価のEI的，評価のスケジュール，評価の実施体制，評価の実

施に要する資用者事について，事前に十分検討することが必要である.� 

i政策項呂名 地域のスポーツクラブを適切にマネジメントできる人材� 

i担当局課スポーツ情少年局 生涯スポーツ線(課長:岩上安泰〉

し文部科学主撃の取綴の実施状況

告文書五科学毛撃の取綴の概要

スポーツ振興j進本計謝では，いつでも，どこでも，いつまでもスポーツに殺しむことのできる生誕ス

ポーツ社会の笑務令自給す観点から，地域の殺もがそれぞれの体力，年齢，関心・興味等に応じてスポ

ーツに親しむことのできる総合型地域スポーツクラブ(以下，� r総合型クラブ」という.)の全国展開を

図ることとされている‘この総合型クラブには，地域住民による主体的な活動を悶指す事業体として多

様な種目のスボ…ツ築技会指導する指導裟はもとより，開滑な運営を行うため総党能力を有する専門的

な人材であるクラブマネジャーが必要とされている‘

このため，平成12王手段から文部科学省において，主主主愛のスポーツクラブを途切にマネジメントでき

る人材の育成を図るため，各都道府祭からの推薦:容の対象に関係スポーツ団体と漆携し季クラブマネジ
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;ャーの養成講務会会実線しているところ.

形成13年度から概ね� 10 I形成� 12年号月:クラブマネジャーの幾重野性を指摘

年間で実現すべき政策| し，闘においてクラブマネジ、ヤーの

臼僚会設定するととも� I 養成講習会を療催することとしてい

に，必要警な絡策を示す.I る鍵� ; 

2.文部科学4ぎの取総の実施状況の分析

お当該人材の確保・育成に関する文部科学翁と地方公共団体の役若手j分担の分析(推進手本意義jを含む)

文部科学省にま五いては，諸外出の実例や学識経験者からクラブマネジャーについての知見合集積し，

各都滋府泉からの推薦考会対象に，クラブマネジャ…養成講習会会開儀することにより，会闘に地域ス

ポーツクラブをマネジメントするために必要な能力・知識を有する人材会捻依するとともに，各都遂府

県におけるクラブマネジャーの養成灘署務会のモデル的役割を担う.また，スポーツ振興法の規定によ

り，人材の確保雄賛成会合むスポーツの振興に認する「スポーツ振爽基本計図J>:r策定している.

地方公共認体においては，文部将在学翁が行う講習会毒事により輩出された人材会主主方スポーツ行

政において活尽するとともに，国が持つ知えのj活胤や国が行う養成簿務会を参考として，自らクラブマ

ネジャ…を養成するためのき終業を行うことが期待される.

ニーズi立高いが確保・育成の水封書が低いことについての分析

クラブマネジャ…の活動が最も期待谷れる総会主iクラブについては，平成� 12年� 9月に策定したスボ

ツ振興基本計滋において，生涯スポーツ争士会を実現するための必婆不可欠な施策として，その全国展

闘がfな覆づけられたところ.このため， 総合型クラブについて関心が高まっており，・その運営に

必宮警な人材としてクラブマネジャーのニーズが慾激に高まっているものと考えられる，

クラブマネジャーの養成務習会は，スオミ…ツ援興基本計画の策定委受け，平成� 12年皮から箆

において実施し始めたところであり，まだ緒についた段階である.現在，� I湾繁栄を参考にしつつ主主方公

共活体において，次第に同様の養成講習司会が開催きれつつある過渡的な状況である.

したがって，引き絞きこれまでの施策令議案に実施していくことが重要と考えられるー

③関係者葬祭等の当該人材の縫線・育成に関する資献度の分析

国の行うクラブマネジャー養成講習会は例年募集枠を主義かに越えるf，忘襲撃が総方公共団体から{おされ，

実際にも多くの受講者か現場でクラブマネジャーとして活躍しているなど高い評価を受けている.� 

3.総合的な評定(文部科学省の取組の改革奪・見底しのポイント}及び今後の奴級の疑言語

総合的な評定� 

i二認の分析の結呆，文部科学jきとしては，新しい分野であるクラブマネジャーについての知見をさら

に蓄えていくとともに，現場で治緩できるクラブマネジャーを養成できるよう，さらなる内容のずと3集会

!図ることが謀総である.
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@今後の耳主総の展開{詳{防給然の政策への反喚状況について}

クラブマネジャー育成講習会に新しい知見を凝り込むなどさらなる内幸子の充実を図るとともに，講義

形式のみならず受議生が主体的に参加できる演習を充実するなど受講者のふ…ズに応えられるような体

紛の整備を凶りつつ，引き続き着実に策絡していく，� 

4.関係資料・データ毒事

文部科学雀実績評価審平成14.1:手渡 (王子淡路年 7月)

はじめに

文部科学省では.r行政機関が行う政策の妻子備に関する法律J(平成14年� 4月施行)を受け策定された

「文部科学祭絞策評価暴本計i鉛J(平成 14年� 3月，文部科学大使決定)及び「王子成15年度文部科学省政策

評価3主主義幻滅J(平成151手3fI，文部科学大臣決定)に蒸づき，所数する政策について平成 14年度の実緩

評価を自ら実施した.

文部科学省では，毒事業評鑑，実績設予備，総合妻子悠の3つの評価方式をFおいて政策評価を爽絡しているが，

この実績評価は，政策の不敏の見匝ましゃ改喜善に資する見地から，予め設定した施策目標や達成叡擦に対す

る袋綴を定期的，織統的に測定するとともに，目標期間が終了した持点で，問機紛関全体における取組や

最終的な実績等を総括し，凶療の達成度合いについて評綴を行うものである.評織の爽施に捺しでは，次

の各ぷに怨殺した.

(1)評価の方法号事

実績評価を実施するにき当たって，まず，政策の体系を明らかにし，所家する政策について評価するため，

[文部科学4蓄の使命と政策目標」として宮つの政策目標と� 42の施策目標を設定し，総策忌標に対して更に

具体的な223の達成図様合設定した.実績評{聞では，このようにそFめ設定した8燦ごとに平成� 14年度の渓

成度合いを測定するため，議機等のできる限り窓髪約データなどをFおいて分析を行い，施策の効果につい

て検証した.今回は，初めて昨年実施した実緩評僚の経験等を踏まえ，以下に示すとおり妻子鑓の実施方法

等について改善専念行った.達成目標の設定に当たっては，達成年度を明絡に設定するとともに，所管する

行政分野をより� 3主体的に，より縞E量的に評価を行うため，漆完走自標を縮分化寸るとともに，必要警な追加を

行った守

また，より厳正で透明伎のある評価となるよう，辞儀項目をわかり易く設定するなど必姿な評価察の免

疫しを行った.特iこ，わかり務い形で施策医者襲，達成目標の達成度合いを明らかにするため，それぞれの

目標ごとにその途成度合いを「想定した以上に遠足立J. r想定どおり途足立J. r想定どおりには達成できなか

ったIの3択から議び記述した.ただし，施策の特性等から，年度ごとに達成度合いを記述することが困

難な場合には，施策の進捗状況として「想定した以上に綴瀦に進捗J.r こ進喜多J，r概ね111買綴i 想定したどお

りには進捗していないJの3択から選ぴ記述した.なお� 2これらは 各自擦に対する達成度合いをわかり

易く定性的に示したものであり，達成度合いのランク付けを行ったものではない剤



88 中央大学容量餐体育研究所紀望書 努事 25号

指擦の設定にさ当たっては，できる綬り数量的なものとなるよう努めた.また，氏関i訟動等の外部要還が

火きい総策についても . h政策の効主義を跨接的に示すものとして参考指標をできる絞り設定した.さらに，

施策目標ごとに添付した説明間については，絡策闘機.)議成百標及び事務事業の関係等がよりわかり長きく

なるよう見直しを行った なお，文部科学4撃の政策は，効巣が発唆するまで長期間を要するものが多いこa

と，また，地1i際治体会はじめとした多綴なま支策実施主体が関わることさ事の特性を踏まえながら，引き続

き効条約な線価の実施に努めることと寸る. 

(2)終綴結果の活用等

文部科学省においては.'f成 14年度の実績許備のまき君主について，現在災絡している施策や平成 16年度

予算概算要求書事への液切な反映を図ることとしている.また，本評価害警は，文部科学省政策評価会議(議

長:事務次官}において決定した後，文部科学雀のホームページ金事会滋じて公表する.

さらに，政策喜子僑の客観的かつ厳格な笑絡会確保するため，史学識経験者等を構成良とする[政策評価に

関する有識者会議J(座長:伊藤大…政策研究大学際大学救援)の委員から評価懇の兇威し等評鑓方法の

己主務について助言を得るとともに，実績評価書の作成に~たっては，委員各伎にそ予め評価書案を送付し助

言語泌を頂くとともに， 喜善催して評価の内容や実施方法等について後援助言を頂いた.

。上位の政策名

;逗〉施策名

政策目標? スポーツの振興と健康教事事・資少年教育の充実

スポーツ・青少年局主佐渡スポーツ諜

基本包標 7 1 (碁準年度:Hl3若手皮.)議成年度 :H22年度)1概ね順調に進捗

国民のま撃もが，それぞれの体力や若手議会，技術，興味盃目的


に応じて，いつでも，どこでも，いつまでもスポーツに毅し


むことができる生涯スポーツ社会を実現する.
 

i遼成目標 7-1-1(葱数年度:H12年度，達成年度:H22年度) 1概ね縦識に護憲喜多

事成  22年度までに，成人の遜一回以上のスポーツ笑施率を 

50%以上とするー

達成図様7-1-2(基準年度:H13年度，遼成年度:H22王手渡) 1壊をね順調に進捗

平成  22年度までに，全国の各市街村において少なくとも

つは総合型地竣スポーツクラブを育成する.

主義成目標 7-1一民主審議若手皮:Hl3年度，達成年度:Hl5年度)想定どおり溌成

王子或 15年度まで，総会裂主主域スポーツクラブ育成モデル事 i

業を引き続き爽織する

達成自標 7 1-4(基準年度:H12年度，途成年度:H16年度)1想定した以上に

総合護主主減スポーツクラブの議官設を担う人材の育成のため.1i議成


クラブマネージャー養成講智会会実施し. 100名以上の参泌 


殺を得る.


;達成目標 7-1-5(違憲請書若手度:H13年度，逐成年度:H17年度)I想定どおり途成

生涯スポーツコンペンションを開催し，意見交換会やシン


ポジウム等を通じて生援スポーツの振興を援う潟係者の連 


携・協力を凶る.
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阪繍.11概ねi年度)H22年度，達成年度:13基準年度:日7-1-6(達成凶機� 

平成22年度までに，各都滋}符F誌において少なくとも一つは

広域スポーツセンターを育成する.� 

逮成自標7-1-7(基準年俊:H13王手絞，J黍成年度:Hl7年度引怨定どおち逮詩文;

平成17年度までに，余国の半分以上の総選府県において広

お義スポーツセンター脊成モデルミ繁栄を実施する.� 

@I各達成自擦のi室長記凌i途成包標?←� 1-1 

現 i合い〈達成年度が業1]1 家主主� 12年度において，成人の滋…溺のスボ…ツ実施率は37.2%である.IJZ
状� i来した達成自燃につi成� 13年度.14年度の数値はないが，平成9若手度が34.7%であったことに緩み

の� iいては総括) ると，概ね娘識に進捗していると兇込まれる.

分 達成凶様7-1-2

析 本目立� 14年度までに，総合型地域スボ…ツクラプは全国� 178市町村において

と
笈ち上げ済，� 268の市町村において創設中であり，概ね順調に進捗している.

メ〉、 (なお，マ凶成 15年 4 月 1 日現千五，~閣の市区町村数は 3213 である.)

後

マ
主主成日様� 7-1-3

不成14年度も，� 51市町村において不成13年度に引き続き総合型地域スポ…
の

ツクラブ資或モデル事業を笑絡し，これまでモデル事業を実施した市町村は
譲

合計115となった z

題
主霊長主怠様� 7-1-4

平成12年度において� 107入，平成� 13年度においては� 101人，平成14年度に

おいては� 149人がクラブ。マネージヤ…幾成講習会を受講しており，

予想以上に増加している(基本的に受瀦殺は100名程度を想定l.

遼成白線� 7-1-5

平成14年度も引き続き然減スボ…ツコンペンションを開催，� I地域が創り出

す農かなスポーツライフj安テ…マに議機会・情報交換会などを行い，約� 

1，ω0名の関係者が参加した.

波成目標� 7-1-6 

都道府擦において広域スポーツセンター育成モデル18こ，1年度まで14手成5

奉者誌が実施されており，概ね燃織に道義捗している.

主室長主El襟� 7-1-7

本長文14年度弘前年iこ引き絞き§務遂罪守累において広域ス*-ツセンタ

育成九モデル事業を実施するとともに，新たに?都道府県においても

委主の実絡が開始され，これまでそデル事業会実施した都道府県は合計犯とな

った.

基本日様達成に肉け| 文部科学省では，平成� 12年9月に策定された「スポーツ振興基本計測jに

ての進捗状況 ままづき，生涯スポーツ社会の災現に向け，各種施策を展開してきている.そ

の中心的な施策として，悶民の首位もが身近な地域社会の中で継続的にスボ…

ツに親しめるよう，仲間，スポーツ施設，活動プログラム，指導者などのス

ポ…ツ活動の基盤が整備され，地域住民の自主的な運営を包括した総会君型地

械スポーツクラブ育成の去を潟疑問を捻君主するとともに，これらを育成盗

をと交後するための広域スポーツ令ンタ…をそ号線道府県において少なくとも

つは育成するべく取り組みを行っている.また総合整地主主スボ}ヅクラブの

予言語完関係者の連携� a 協力を溜り，� 5遂にはその運営を担うクラブeマネージャ

の養成を進めている a

この結象，総合型地主主スポーツクラブについては，平成14年度において426

の市町村で取り組まれ，着実に管成冬れつつある� また，その遂営をおうクe

ラブマネージャーの養成講務会会開儀し，毎年1佃名以上の参加を得ているほ

か，おま年1∞名近い関係者が参加するif:.i際スポーツコンペンションの開催母親費

統している.一方，広域スポ…ツセンタ…の務成についても現在18の燥で設
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援怒れているが，設苦まされている県においては，設置されていない察より総

合滋総竣スポーツクラブの創設が進むという効果も晃られている.

以上のように，金援スポーツ社会に向けてその基盤整備は経突に進袋して

いるーこれらの取組を通じて，乎成22年までに成人の遜  1溺以上のスポーツ

実施準々 50%以上にし，ひいては生涯スポーツ社会の実現を目指す.

今後の議緩 総合滋総長愛スポーツクラブについては着実に育成されつつあるが，そのi棄
さ設のノウハウの議室緩やクラブマネージャーの養成が課喜重である.このため，総

会波長主竣スポーツクラブ挙手成iこ向けたモデル事業への支援，総会怒主主域ス;F

ツクラブの遂営を担うクラブマネージャーの養或研修会の開催，創設，予言

成マニュア，!.-の作成による情報提供など引き続き脊成・定着;こ向けた施策を

宇佐返していくことが重要で=あるー今後とも，総合型地域スポーツクラブ創設

のためのノウハウの蓄積や指導者の養成への支援はもとより，広域市町村勝

におけるス;F…ツ振興を効果的・効率的に推進していくよでE重要な役剣令指

う広域スボ…ツ1:ンヂー育成のためのモデル事業を積極的に推進していくこ

とカも必要悪である.

なお，平成  14年度から，スポーツ振興投票の収益配分が開始され，総合現

地域スボ…ツクラブの創設やその活動拠点となるクラプハウスの整備，モデ

した広域スポーツセンターにも助成されることになっており，こ

うした収益の効果的活用を図っていくとともに，スポーツ振興の築設となる

・確保，スポーツ施設の充実はもとより，国民のスポーツ参加

促進にJIiJけた普及啓発を推進していくことが必要である.

評価結果の守主成 15年| 引き続念総合型地域スポーツクラブ及び広域スポーツセンタ…の育成よそヂ

度以降の政策への反|ル幾多集会実施し，スポーツ振興投票の収主主配分など多様な財源を活用しなが

映方針(政策際価法|ら，地域の特伎を踏まえた総合型地域スポーツクラブと広域スポーツ1:ンタ

第 11条に基づく総務i…の育成を穣縫的に支援していく.また，それらの育成状況を見据えながら，

ぴ機構定員聖書求に反映していく.

平成  11 12 1 13 1 14 

~主lI. Bi祭 /-1-11英i徐 j 
37.2 

スポーツクラブを設置する市

主主包標 7-1-2弱係〉

総会澄主主主或スポーツクラブ育成モデル事

薬会実施した市町村数〈達成目標  7-1 

1 3関係)

クラブマネージヤ}養成講習会参加者数 

? 1 4関係}

主主緩ス;F…ツコンペンシヨン参加者数 i
(途成図様 7-1-5関係  1 

1αm

広域スポーツセン聖一育成モデル事業実

総都道府県数(達成  B標 7-1-6，1 
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-総会豊富地減スポーツクラブ湾総モデル司慎重量の実施
(達成際線 7-1-3)

・7ラブγネージャーヨ鹿島u覇軍軍会のJi施
(濠成問標 7…1-4)
.~佐渡スポーツコンペンシ調ンなどの実施
(液成闘機 7-1-5)

曾
・広域スポーツセン安一育成モデル事業の実施
(達成毘標 7-1一万

3 fL文部科学大窪決定〉に主毒づき，事業評鑓として平成 16年度予算概算要求

を予定する

文部科学滋毒事業評価事態…平成 16.1:手度新規・拡充車業雫議続事業，友び平成 14年度達成年度到来事業一

{平成 15若手 8fO 

文部科学芸までは.放機関が行う政策の妻子綴に関する法律J(平成 14年 4湾施行)を受け策笈された 

f文部科学密政策務綴総本計義援J(マ成持王手 3月，文部科学大震決定〉及び f平成  15年度文部科学者政策 

また，平成 14年度に達成年度がflJ楽

いて察後約な検絞1-自ら災絡した.

文務科学答では，幾多量祭儀.た綴善子{酪，総合評億の 3つの評鑑方式を用いて政策評僑を実施しているが，

この事業評織では，文部科学径が災絡する事業のうち，

信事前妻子備として，社会的影響又はそ子第規模が大きいもの(研究開発課題については総童話 10銭円以上〉

で，家成 16年度予襲撃者境事事務求において新規重要求又は拡充要求が予定されている組事業{以下 f新幾・

拡光事象Jという .l，

事後言平イ必として，過*1O~手以上縦続して災施しており，具体的な達成年度が設定されていない事業の

うち，これまでに評価の対象となっていない 18事業(以下「継続事業」という .l，及び過去に事前若干側

を実施したもので平成 14年度に滋成年度が到来した 8事業(以下「達成年度到来事業」という.)
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を対象とした.評i泌そ実施するに際しでは次の点iこ留窓した.

(1)喜子i磁の観点毒事

今回 iま，初めて昨年3起き議した幾多量養子舗の経験毒事をと絡まえ，より厳正で透明性のある評飯となるよう，評

{通項§をわかり易く設定-tるなど必要芸主主祭{道芸専のJi蕊し毒事会行い，以下のとおり事業評価を行った. r新
規・拡充者葬祭jについては，お該当務3撃のEl緩や内容を紛らかにしつつ，

。必要警性{上伎の滅多量El稼，漆露支El擦を浅草立する上で必婆か，湾民や社会のニーズに照らして妥当か

さ事入

。効来性〈予算毒事iニ見合った効薬が得られるのか，必要な効果がより少ない予算等で得られるものが

悠にないか毒事入

。有効性(泰楽により得られるとされる効果告とどのように判断したのか，また，達成年度が到j来し挙

後約な検証を行う擦に効果をとどのような方法で溺i主主，検証する予定なのか等)

等の観点から喜平{衝を行うとともに .ilT能な絞り定叢的なデータを用いてより具体的な達成効果及び達成年

度を設定するよう苦手めた. r誕票総務幾jについては. J二記の観点から評価を行うとともに，三男己主事業の継

続の適否，改争奪号事'i'明らかにするよう努めた. rJf成年度到来事業」については，事前評価を行った際に

想定した事業の実施による効泉と災際に事業会行った結果得られた効果の比較・検討等を行い，怒らに得

られた効果が十分でない場合毒事については その原因の分析 今後の政策への反映すべき点を明らかにす

るよう努めた.

なお. r経済財政運営と機巡改定事 lこ関するま春本方針 2003J(平成 15年 6月，閣議決定)に盛り込まれた

「モデル築業J及び「政策若干jの対象となる製薬について，事業評価を行ったものについてはそれを明記

した. 

(2)評価結3誌の治朗毒事

文部科学翁においては，ヰ記長手段から新たに新規・拡充事業に係る政策評価ヒアリングを共同して実施す

るなど，政策審子価損災事長織がそ予参事綴労者s筋号事との連携を宮、にし，事業評価の結呆の平成 16年度予算概算

要求等への適切な反映を隣ることとしている.また，政策評f甑の客観的かっ厳格な実施を確保するため，

学識経験者き撃を構成良とする「政策益事僚に関する有識者会議J(座長:伊藤大一政策研究大学院大学教授)

の委員各位より， し毒事評館方法の改善について君主言を得るとともに，事業評縮舎の作成に当

たっては予め務総殺害震を送付し効設を1緩いた.

本訴f遜警は，文部科学翁政策着手絡会議(議長..事務次官)において決定した後，文部科学省のホームペ

ージ毒事会j援とて公表する.

合事業名

オミーツ譲〈課長:岩上安孝〉

(謀長名)

;窃上役主主策 8標 施策協稼  7 主主主霊スポーツ社会の実現

@~主管課及び総係議

主義露支滋擦 7 1 -1 

足立入の選一関以上のスポーツ実施撃を 50%以上とする.

漆足立民様 7 1 -2 

会関の各市町村において少なくとも一つは総合型地域スポーツクラブを

育成する.

途成自然 7 … 4

総合波地域スポーツクラブの運営を担う人材の育成のため，クラブマ
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@事業の機婆

日本IJ)ス;f…ツ紋雪誌に詰遣する炊事費詳{悩(小林，布13，卒Jlll 

ネ…ジャ…護主主主講習会を実施し，� 100名以上の参加者を得る電

波主主協様� 7 …5
主主渡スポーツコンペンションを開催し 意見交換会やシンポジウム等

を滋じてき主渡スポーツの緩爽を担う穏係者の連携・協力を図る.� 

i祭主主EI様 7 6 

各都i怒号守燥において少なくとも一つは広竣スポーツセンターを脊成す

る.� 

i黍成EI様?…� 7

まな舗の半分以上の議選府系において広域スポーツセンター育成モデル

を災践す‘る.

関t誌の殺もが身近にスポーツに務しむことのできる生涯スポーツ社会の実

滋に向け，主主域住民が日常的にスポーツ念行う場となる総合型地竣スポーッ;

クラブの会阪j疑闘を長室滋するなど事スポーツ環境の整備を計画的に推進する.， 

主主体的には引き続き広域スポーツセンター脊成モデル事業を推進するととも;

に.(会民間スポ…ツ間体の活用による地域住民の主体性をより発揮した総合 j 

g型地域スポ…ツクラブの育成を挨進し(総合型地域スポーツクラプ育成推進

石
け
い
、 

a
r
J

事業 始開ぴ及領

候

算

婆
汗
晴
(
必

で
山
川
~

れている広域スポーツセンターの活動を支援する{京域

ことにより，効果的な総合型地域スポーツ

我が図の成人の鴻一凶以上のスポーツ実施準は約37%と50%を超える欧州

諸問に比べて低い状況にあり，誰でも，いつでも，いつまでもスポーツに親

しめる環境づくりが必要である.文部科学省では平成12年� 9月に策定された

「スボ…ツ振興総本計断jに基づき，生援スポーツ社会の実現に向け，各種施

策を燦闘しており，その中心的な施策として総合型地域スポーツクラブの全

倒産選開会後進寸るとともに，その育成を支援する広域スポーツセンターの育

成をと滋めているところである.現夜，総合型地域スポーツクラブは地域に根

放したクラブとして定着しつつあり，広域スポーツセンターが設置されてい

る燥においては，数量まされていない県よりも総合型地域スポーツクラプの創

設が滋んでいるという効泉も見られている.

少=[-・� j傷齢化の遂緩や地域コミュニティの弱まりなどにより，青少

年の問異議行動，二子どもたちの社会性の低下や地域活力の低下など様々な問題

が引き起こされており，総合型地域スポーツクラブについては，スポーツ活

動を殺した議長淡のふれあいや後代間交流による青少年の健全育成，子どもた

ちの荷主務所づくりや地域教育カの涛生などに大きな役舗を果たす地域住民の

としての機能も期待されており，今後はこれらの育成をより一層推

進していく必要さがある.

号効率性 総合滋主主減スポーツクラブ育成推進事業においては，民i笥スポーツ団体を

滋熔することによち，効薬釣な挙業の展穏が期待できる.また，広域スポー

ツセンタ…活動支緩毛奏者震については，援に設置されている広域スポーツセン

タ…の活滋を支援することにより，効果的な総合型主主竣スポーツクラブの育

成の援を芸きが葉喜子寺できる.

〈玄)I達成効果の犯擦の佼;総合滋総滅スポ…ツクラブの育成状況を謁査.

幸子;方(検誕の手綴〉

得よフとする効主義のI'これまで総合型地主義スポ…ツクラブ育成モデル事業や広域スポーツセンタ

よ寒波見込みの料断綴i…育成モデル事業などの実絡により，地域3こ根差した総会裂地域スポーツク

拠(判断禁漁 ラブとして主主獲しつつあるー今後も当該事業の更なる拡充により，その育成
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が促進されるものと考えられる.

⑮得ょうとする効果及び

達成年度

「スポーツ振興基本計画」においては平成22年度までに全

国の各区市町村に少なくとも一つは総合型地域スポーツク
達成年度

ラプを育成することが到達目標とされており，その達成に

向けた総合型地域スポーツクラプの育成を推進する.
平成22年度

@備考 平成� 7年度より実施してきた総合型地域スポーツクラプ育成モデル事業は，

スポーツ振興くじ助成への財源移行に伴い平成� 15年度をもって終了している.

き主主主:7.減-'':Y室生重量哲也事理論ぞ潟含量豊タラフと息詰語ヌボーツ望書)10-拡泌滋む

総合型地域スポ』ツクラブの育成 広域スポーツセンターの育成

盛綱剛刷側同隊側陶� . 

.1'.，-7'"圃'
クラブマネーク守ーや・・ーの...スタッフ
スポップログラマ トレーナ・の・・スタッフ• •eクラブ..匝� ..'ζ冒する受.� 

ークラブマネージ，，_......-=闘する受掴
スポーツ.帽の・..� ... 
スポーツ受剖...吹潮刷E
トヲプLベル.，・S聖書w..ζ・t.変重
スポーツ医剥掌ゆらの安置

:議議舎建議機スポーツクラブめ轡除愛護I 
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r3t華5科掌雀実績評億書一王子TX15年度実績…j {王子主主 l吾年 8月)

はじめに

文部科学省では， r行政機関が行う政策の詳綴に関する法律J(平成 14若手 4JJ施行)を受け策定された 

f文書~科学省政策評価基本計闘 J (平成 14年 3月，文部科学大臣決定}及び「平成 16年度文書s科学省政策

評価実施計削 J(平成 16年 3月，文部科学大限決定)に基づき，所掌する政策について平成 15年度の実績

評価を自ら実施した.文部科学省では，号事業評価，実績評価 総合評価の 3つの鮮側方式を用いて政策評

{衡を実施しているが，この実績詳価では，指療や主な政策手段等の状況を踏まえつつ，施策ごとに施策目

標(さま本日襟)及び達成目標の達成度合い又は迷成に向けての進捗状況を把援して事後評価を行った.評

{磁の災織に際しては，次の各点に協議した，

(1)語手{誕の方法等 

3た綴評{磁を実施するに当たって，まず，政策の体系を明らかにし，所主義する政策について評儀するため， 

f文部科学雀の使命と政策目標jとして告つの政策自擦と 42の施策呂擦を台設定し，施策筏擦に対して更に 

年度の達成度合いを務主主するため，指標15El標ごとに平成 ま，i主体的な達成包標を設定した.実意義務綴マ3
きる限り定量的データなどを用いて分析金行い，施策の効果について検託した.今回は，昨年実施

した災綴評価の経験等を踏まえ，以下にがTとおり評価の実施方法等について改務会行った.

まず，施策目標(主主本目標)及び浅見立問機の達成度合いをより厳密に分類するため，昨年度の 3段階の

分類を改め， r想定した以上に達成 1，r娘、定どおり達成J. r-定の成果が上がっているが，一部について

は惣定どおり達成できなかったJ，r想定どおりには達成できなかったjの 4段階による表記とした.また，

主義策の特性等から，年度ごとに途成度合いを記述することが図鑑な場合にも，施策の進捗状況として「想

主主した以上に煩調に進捗J. r概ね綴織に選惨1. r進捗にやや遅れが見られる J，r想定したどおりには進捗

していなしづの 4段階により記述した.なお，これらは，各呂擦に対する途英文度合いをわかち易く定性的

に示したものであり，達成度合いので?ンク fすけ告と行ったものではない.その上で，各達成包標の達成度合

いそ踏まえつつ，施策呂擦{主主本m議)金手容の遼成度合いを判断することができるよう，施策包標ごとに

添付した説明留において，発達成釘療の途民主が施策目擦の達成にどのようにつながったのかについて分か

りやすく図解するとともに，評鏑祭の「施策の逮成状況jの植の充実に努めた.加えて，各施策目標及び

漆成日僚と，これらを達成するために行った行政活動との関係を明確にするため，詳{価禦に「政策手段j

の欄を新設し，施策目標ごとの説明閣においても分かりやすく図解した.

なお，文部科学省の政策は，効果が予告現するまで長期間を要するものが多いこと，また，地方自治体を

はじめとした多様な政策実施主体が関わること等の特性を踏まえながら，引さ続き効巣的な評価の実施に

努めることとする. 

(2)言手鑑結巣の活用等

文部科学省においては，平成 15年度の災量産評鐙の結果について，現夜爽主義している施策や平成 17年度

予算綴算要求等への適切な反峡を留ることとしてる.また，ヨド評級事警は，文部科学祭政策詳f密会議〈議

後:事務次官)において決定した後，文部科学省のホームページ等を通じて公表する.

さらに，政策評価の客観的かつ厳格な災絡を確保するため，学識経験者金事を構成員とする?政策評偲に

関寸る有識者会議J(座長:伊藤大;一・政策研究大学院大学教授)の委員から務儲薬の見j易し等評価方法

の改害警について助言を得るとともに，長綴喜子価苦手の作成に当たっては，有識者会識をと開催して評価の内容

や笑施方法等について直接助言をいただいた.
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告上位の政策名 放後隠様� 7 スポーツの振興と鷺康教育・青少年教育の充実

施策名 機策自機� 7 l 生涯スポーツ社会の実現

号I管議及び関係滋 (えを苦滋)ス;f-…ツ・青少年局生涯スポーツ謀[課長:岩上安孝)

{課長ot)

密基本協標及び、主重成線機; 主重成度合い又は

進議長状況

ままヨド民事襲� 7 1 (基準年度:13年度，達主主年度:22年度〕 善をねm翼瀦Lこi祭主長

国災の殺もが，それぞれの体力や年齢，技術，興味・日告さ

に応、じで会いつでも，どこでも，いつまでもスポーツに綴し

むことがで、きる生涯スポーツ社会を実現する.

達成目標� 7 1-1 (騨年度畔度ι成年度辺年度)概ね順調に進捗

平成22年度までに，成人の週一回以上のスポーツ実施率を� 

2人に:人� (50'1合)とする.

主重成凶襟� 7-1-2 (主審議年度:13年度，達成年度:22年度)

平成22年度までに，全盛の各市区町村において少なくとも

…つは総合型地域スポーツクラブを育成する.� 

i重成問機� 7 1 3 (基準年度:13年度，達成年度:15年度)

平成� 15年度まで，総合型地域スポーツクラブ育成モデル署長

多誌を引き続き実施する.

概ね綴裁に議室拶

想定どおり漆成

液成日様� 7 l 4 (基準年度:13年度，達成主r:1i:17年度)

総合現地域スポーツクラブの運営を担う人材の脊成のため，

クラヅマネジャー養成講習会を実施し，� 100名以上の参加者

をf等る.� 

想定した以上に

達成

i金成El様� 7 1-5 (基準年度 :13年度，達成年度:17年度)

空主主主スボ…ツコンペンションを開催し，意見交換会やシン

;f-ジウム毒事を通じて生涯スポーツの振興を担う関係者の速

機・協力を図ゐ.

想定どおり透目立

主室長支隊様� 7 1- 竿度)22年度，達成年度::13(基準年度6 

平成22年度までに，各都道府県において少なくとも一つは

広滅スポーツセンターを育成する.

11概ね 陳謝に滋鯵

;ょ童話定自様 7 1 7 (基準年度:13年度，達成主F後:17年度)

王子足立� 17年度ま?に，金溺の半分以上の都道府県において広

竣スポーツセンタ� -1雪渓モデル事業を実施する.

想遼定成した以上に

分と

途主主13綴� 7 1-1 
各合速い成Xおiま緩滋め惨竣状成度況

i勾関府♂)体力・スポーツに穏する世論調査jによると，成人の潟一樹以� 

(達成年度が釣j議とし� j二(J)スポーツ実施率iま，王子足立吉年度において� 34.7%，平成� 12:i手君主において

た達成問擦について� 

(J) 

37.2%であったのが，ヰ三成� 15年度ーにおいては38.5%となっており，機ねj駁潟
析

i主総括)� iこ遂絡しているとさまえる.

主重成El燦� 7-1-2高
宿区:町村におい558月現総合型地域スポーツクラブは全国7空宇15形成の

乞1日現4f.Jl若手16で予ぎ成中であり，概ね順調に進捗している. (なお，重
会闘のm区町村数は3123である.)

浅見定図様� 7-1-3

形成� 11-13守‘度においては� 18市町，本成� 12-14年度においては27市区間T

村，五ド成� 13-15年度においては51市区町村において総会規地域スボ…ツクラ

ブ育成モデル事業を実施し，想定どおり達成した.

よ主成目標� 7-1-4 
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平成� 13年度においては� 105人，平成� 14年度においては� 151人，平成� 15年度

においては� 155人がクラブマネジャー養成講習会を受講しており，受講者数は

予想以上に増加している(基本的に受講者は� l∞名程度を想定).

達成目標� 7-1-5
平成� 15年度も引き続き生涯スポーツコンベンションを開催，� r豊かなスポー

ツ環境の創出に向けてjをテーマに講演会・情報交換会などを行い，約� 1，∞o
名の関係者が参加した.

達成目標� 7-1-6
平成� 15年度までに，� 28都道県において広域スポーツセンター育成モデル事

業が実施されており，概ね順調に進捗している.

達成目標� 7-1一7

平成� 15年度においては，新たに� 10県において広域スポーツセンター育成モ

デル事業が開始され，これまでモデル事業を実施した都道県は合計28となり，

全国の半分以上の都道府県での実施という達成目標に照らすと，想定以上に

達成.

施策目標(基本目標)� I 総合型地域スポーツクラブについては，平成� 15年度において� 558の市区町

の達成度合い又は進|村で取り組まれ，着実に育成されつつある.また，その運営を担うクラブマ

捗状況 |ネジャーの養成講習会を開催し，毎年 1∞名以上の参加を得ているほか，毎年� 

1，000名近い関係者が参加する生涯スポーツコンペンションの開催を継続して

いる.一方，広域スポーツセンターの育成についても現在28の都道県で設置

されているが，設置されている都道県においては，設置されていない都道県

より総合型地域スポ ツクラブの育成が進むという効果も見られている.こ

れらの取組を通じて，総合型地域スポーツクラブの全国展開を推進し，国民

の誰もが身近な地域社会の中で継続的にスポーツに親しむことのできる環境

を整備し，成人の週� l回以上のスポーツ実施率の向上，ひいては生涯スポー

ツ社会の実現を目指す.

今後の課題(達成目|達成目標� 7-1 -1 

標等の追加・修正及| スポーツ実施率を目標である� 2人に� l人� (50%)以上とし，生涯スポーツ

びその理由を含む)� I社会の実現を果たすには，引き続き総合型地域スポーツクラブの育成をはじ

めとした各種施策に継続的に取り組んでいく必要がある.

達成目標� 7-1-2，7-1-3
生涯スポーツ社会の実現のために不可欠である総合型地域スポーツクラブ

の全国化のため，引き続き各種施策に取り組んでいく必要がある.

達成目標� 7-1-4
総合型クラブの育成・定着にあたっては，その運営を担う人材の養成・確

保が課題であり，引き続きクラプマネジャー養成講習会を実施する必要があ

る.

達成目標� 7-1-5
生涯スポーツ関係者の連携・協力体制を強化し，生涯スポーツ振興をさら

に推進していくため，引き続き生涯スポーツコンペンションの開催を行う必

要がある.

達成目標� 7-1-6，7-1一7
クラブの育成・定着や広域市町村圏におけるスポーツ振興を効果的・効率

的に進めていく上で重要な役割を担う広域スポーツセンターの全国化のため，

その育成のためのモデル事業を推進する必要がある.

評価結果の� 16年度| 引き続き広域スポーツセンター育成のためのモデル事業等生涯スポーツ社

以降の政策への反映|会の実現のために必要な施策を実施する.総合型地域スポーツクラブ育成の

方針 |ためのモデル事業は平成 15年度限りで終了となるものの，平成� 16年度におい

ては民間スポーツ団体の活用による「総合型地域スポーツクラブ育成推進事
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業Jの実施によりヲlき続きその育成を推進していく(速成問機� 7 3 r1 総

合滋賀主域スポーツクラブ育成推進事業を実絡し，民間スボ� “ツ問手事会j設問しw

た総合若草地主主スポーツクラプの育成を行う睡」を新設) とともに，必要をな予言専

の喜善求を行っていく.

指標名 13 14 15 

37，2 385，� 

会型地主主スポーツクラブを育成してい

市町村数(逮成目標� 7-1-2関係〉
426 I558 

総合滋綾城スポーツクラブ育成モデル事� 

業を爽施した市区町村数(達成呂擦� 7-1 37 64 I115 I115 I115 
1-3関係)� 

クラブマネージャー養成講習会参加者数

(途成自標 7-1-4関係)� 
130 I105 I151 I155 

tt涯スポーツコンペンション参加者数| 約� i約� | 約 [ 約� | 約

11∞o1lO的 110∞11∞011ω。� 
5 5 I11 28 

日襟� 7-1-5関係� 

政策手段の概要

総合君主地域スポー|総合型地域スポーツクラブを育成するた

ツクラブ育成モデ|めのモデル毒事業を市区町村に必いて実施

ル事業(達成目標|する.� 

7 1-3) 

;クラブマネジャー l クラブマネジャーの養成準時実施し I~同地域ス
養成言葉湾会の実施 i 総合型地域スポーツクラブの育成・連~1設 1;沢一ツクラブ光

〈遂成日襟7 1-1を鐙う人材の養成を図る� l:lた‘強化のため 

4) 10)環境撃さ守護J 12 
百万円の約数

生渡スポーツコンi生涯スポーツ振興を担う関係ままが窓見交If余波スポーツ

ペンションの環縫i換を行い，相互理解を深め，総係遣を湾の(コンペンシ� 3 ン

(達成目標7-1-1協力体制の強化を行う生渡スボ…ツコンの開催奇李J218 
5 ペンションを開催する. 万円の内数

広域スポーツセン|総合型地域スポーツクラブの育成やその� 1419B万円

ター資成モデル事|運営にあたっての指導・劫設その他必要を� 

1震の推進(達成日|な支援を担う広域スポーツセンターの育

機7-1-6-7) 1成を推進する.

(主備考
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文滋科学音量尊E語障雲寺領書一平成� 17年度豪語幾・拡充家事監及び3fZn¥t15年度達成年度flJ来事業一{平成� 16王手器汚〉

総合型地域スポーツクラブ事李成後遂事業(地域教育力事主主主プラン}

(主管譲)スポーツ・資少年均金滋スポーツ課 {課長:岩上安孝)

施策呂標� 7-1 主主滋スボ…ツキ士会の実現

達成目標� 7-1 1 

平成� 22年度までに，成人の週一回以上のスポーツ実施本を� 2人に� l人� 

(50%)とする.

達成目標� 7-1…2 

平成22年度までに，会図の各市区町村において少なくとも

域スポーツクラブ会脊足立する.

本事業iえ展E誌の裁もが身近にスポーツに毅しむことのできる主主滋スボ…

ツ社会の実務に向け，� rスボ…ツ振興基本計額J~こ定められた上記 8擦の渓成

のたゐ，地域住民会情常的にスポーツを行う湯となる総合型黄色竣スポ…ツク

ラブの計画的な脊足立念行うものである.平成� 17年度においては，平成� 16年度

育成開始の200か所� (2年次}に加え，新たに2∞か所，計400か所の総合連1
地域スポーツクラブの育英覧会行う，なお，事業形態は，民間スポ…ツ図体iニ
対する委託事業として実施している.

予算税及び再興業開始 平成� 17年度概算重要求額:1，864百万円(平成� 16年度予算額:1，011百万円)

年度 事業開始年度:平成� 16年度
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⑥事業開始時において得| 本事業は，平成 22年度までに全国の各市区町村に少なくとも一つは総合型

ょうとした効果	 |地域スポーツクラプを育成することを目指して，毎年 200か所に総合型地域ス

ポーツクラブを計画的に育成するため，平成 16年度に開始された.

⑦得られた効果

⑧得ょうとする効果

⑩必要性

⑪効率性

⑫|効果の把握の仕方

有 I(検証の手順)

平成 16年度開始事業であり，その効果はまだ得られていない.

引き続き，本事業により総合型地域スポーツクラブの全国|喧達成年度

展開を推進し，平成 22年度までに全国の各市区町村に少なく「一一一一ー

とも一つは総合型地域スポーツクラブを育成することを目指 I-'JZ成 22年度

す.また，総合型地域スポーツクラプの育成・定着を通じて，

国民の誰もが身近にスポーツに親しむことができる環境づく

りを促進し，成人のスポーツ実施率の向上，ひいては生涯ス

ポーツ社会の実現を目指す.

スポーツは心身の健全な発達を促すとともに，明るく活力に満ちた生き甲

斐のある社会づくりに寄与するものであり，我々を取り巻く社会環境が変化

する中でますますその重要性が高まってきている.一方で，我が国の成人の

週一回以上のスポーツ実施率は約 38.5%と50%を超えるヨーロッパの先進諸

国に比べて低い状況にあり，国民が身近にスポーツに親しむことができる環

境づくりが必要である.

文部科学省では平成 12年 9月に「スポーツ振興基本計画」を策定し，国民

の誰もがいつでも，どこでも，いつまでもスポーツに親しむことができる生

涯スポーツ社会の実現に向け，成人の週一回以上のスポーツ実施率を 50%以

上とすることを目指し，そのために不可欠な施策として平成 22年度までに総

合型地域スポーツクラブを全国の各市区町村に少なくとも一つは育成するこ

とを目標に掲げ，各種施策を推進してきている.これまで文部科学省におい

てもモデル事業の実施等により育成に向けた支援を続けてきており，平成 15
年 7月時点で 558の市区町村においてクラブが育成されているが，その全固化

に向けては今後更に支援を続けていく必要がある.

また，現在，少子・高齢化の進展や地域コミュニティの弱まりなどにより，

青少年の問題行動，子どもたちの社会性の低下や地域活力の低下など様々な

問題が引き起こされており，総合型地域スポーツクラブについては，スポー

ツ活動を通した家族のふれあいや世代間交流による青少年の健全育成，子ど

もたちの居場所づくりや地域教育力の向上などに大きな役割を呆たす地域住

民の交流の場としての機能も期待されており，今後はその育成をより一層推

進していく必要がある.

本事業によって育成される総合型地域スポーツクラプは，生涯スポーツ社

会の実現のみならず，スポーツ活動を通した家族のふれあいや世代間交流に

よる青少年の健全育成，地域教育力の向上などにも大きな役割を果たすもの

である.また，全国的な組織基盤を有する民間スポーツ団体を活用するため，

クラプ育成を円滑に進めることができるとともに，本事業の波及効果として

各地域における自主的なクラプ育成が促されるという効果も期待できる.

以上の点に鑑み，本事業は効率的に実施されると判断.

地方公共団体に対して総合型地域スポーツクラブの実態について調査を実

施，全国の各市区町村における総合型地域スポーツクラブの育成状況を把握

し，その全国展開の進捗状況を検証する.

功|得ょうとする効果の| 文部科学省では平成 15年度まで総合型地域スポーツクラフ守育成モデル事業

性|達成見込みの判断根|を 115市区町村において実施してきた.この取組の結果，平成 15年 7月時点

拠(判断基準で全国  558市区町村において 833の総合型地域スポーツクラブが育成されてお

り，全国の各地域に定着しつつある.今後も当該事業の更なる拡充により，そ

の育成が促進されると判断.
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J畿銀:繕議文堺ザ伊勢七時糊口支援I

文部科学衝突繍評価書←平成 16年度実績ー (平成 171f8月)

政策目標 7 スポーツの振興と像機教育・青少年教育の充実

施策目標 7-1 生誕スポ…ツ社会の実現

{主管課)スポーツ・青少年長議後緩スポ…ツ譲(課長:篠崎資志)

達成度合い又は

進捗状況

基本百標 7-1 議準年度:13年度，遂成年度:滋年度)概ね綴熟こ進捗

国民の誰もが，それぞれの体力や年齢，技術，奏旅・ 8
的に応じて，いつでも，どこでも，いつまでもスポーツ iこ
殺しむことができる生渡スポーツ社会を実現するを 

i進捗状況の判断基準]

ア=成人の週 l回のスボ…ツ実施療が50%以上

イ主各達成目標が「想定どおりに主義足立Jもしくは「概ね瀬
アm 総定した以上に達成 i 調に進捗j

イ以惣淀川り達成 |ゥ=達成目標に「一定の成巣が上がっているが一部につ

ウ口一定の成果がよがつ| いては想定どおりに液成できな均沿ったjもしくは「進
ているが，一部につ|| 捗にやや遅れが見かられるjが凡られる

いては想定どおり逮!ェ=達成目標に「想定どおりには溌成できなかったjもしく

足立できなった | は「想定したとおりには滋捗していなしリが見られる.
ヱ口想定どおりには達成

できなかった |達成 E標 7-1-J(基準年度:13年度，渓成年度沼年度)I想定どおり透成

国民の設もが生涯にわたりスポ…ツに親しむことができ

る場の育成・支援を行う.
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[遼長支度合いの判断基審議i
ア話新たに育成されている総合雪道地域スポーツクラブ数が

双)()以上，かっ新たにクラブを育成している市区町村数

が200以上

イホ新たに湾総された総会裂主主綾スポーツクラブ数が200以

よ
ウ口新た れた総合滋綾城スポーツクラブ数が180M

よ200米満

ニ新たに1署員立された総合滋議長波スポーツクラブ数が180未� 

i鋳� 

ア=想定した以上に}I議調|遠足立回線� 7 1 2 (まま準年度:13年度達成年度:17年度} 想定した以上に

に進捗 |スボ…ツ参加f建造車のために普及啓発を行う‘ 達成

イニニ概ね瀬調に進捗� I(途成皮会い(滋惨状況)の判断基準i
ウ=進捗にやや怒れが兇l会的スボ…ツーレクリニL…ション祭への参加者数の開催都

られる� Ij笈 íff~義人口におめる割合

エ=想定したどおりにはiア口� 278%以上，� 

， “進捗していない !イ 228%以上278%未満

ウ口� 17，8%以上22，8%未満
 

17，8%未満
 

⑤
現
状
の
分
析
と
ム
誌
の
議
題

j業成闘機� 7 1 3 (慈賞喜年度:13年度達成年度:17年度)I概ね順調に進鯵

スポ…ツ指導1l!iのま集成・篠保を行う.

各達成闘擦の途成皮|主義成問棟� 7 …

合い又は進捗状況I(王子成� 16iドItの漆成度合い]

(達成年度が到来し| 多世代，多種目，多志向という特徴を持ち，地域住民により自主的聞主体

た達成目標についてi的に迷宮設怒れるスポーツクラプである総合型地域スポーツクラブの育成・:t� 

i立総括援に取り級んマいる.平成16年7月現在，� 1年間で新たに育成されている総

会製黄色域ス*'…ツクラブは284クラブ，新たに総合型地域スポーツクラブの育

成を開始した市町村は� 144であり，想定どおりに達成したと判断.

よ案成際線� 7 2 

留氏一人ひとりのスポーツ・レクリエーション活動への参加意欲を喚起し，

溺民の金援を通じたスポーツ・レクリエーシ� 3 ン活動を振興するため，全国

スポ…ツ・レクリヱーシ� 3 ン祭を繍井県で塁悪催した.参加者は延べ30万人で

あり，綴井県の人口に占める割合iま36.4%であるため呂擦を達成したと判断.

長霊長文段様� 7 1-3 

{平成l巷年選定の透互支度合い]

都道府燥が行うスポーツ指導者養成等の事業iこ立すして補助している.この機

一づき総務道府戸バー指導ーの事業一お
り，機ね絞殺に進喜多したと判断.

施策凶標{築ヱド8擦)� I(王子英文161手渡の達成後会い]

の達成度合い又は道義( 内務草干の� f体力ースポーツに認する世論議査J Iま3年ごとに実擁されるた

捗状況 (め，ド完走路年度における成人の週 1湿のスポーツ実施塁手に基づき判断するこ

とはできない.;fr達成自擦の達成度合いから判断すると，� 7-1-1は「怒� 

概ね綴fま7 -1 -3 i，J想定以上に達成f，ま-2 7 -1J.どおりに途足立A
繍に滋捗Jであるため，基本目標� 7-1は「概ね煩謁に進捗jと判断.
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今後の謀総(達成目|達成凶襟� 7 ~ 1 ~ 1 

襟等のi室主u・修正及| 手足立� 12若手に策定した「スボ…ツ振興基本計閤Jにおける平成22年皮ま

びその聖堂仰を含む)I国の各市区町村において少なくとも� lつは総合型地域スポーツクラブ会育成

するという問機途成のため，引き統き各種事業に絞り緩んでいく必要がある.

主主成目標� 7 2 
日本全国においてスポーツ・レクリエーシ� zン活動を振興するため，引き

続き~劉スポーツ・レクリエーション祭さ撃の普及啓発事業会湾録していく.
達成総襲警 7~1~3

三役…俸の改革により，主主1iスポーツ振興費補助金の補助対象卒業のうち，

スポーツ指導事務養成活用システム整備事業は16年度絞りで廃止.今後はスポ

;ーツ指導者が活胤されるシステムづくりに取り組んでいく.

;評価結果の訂正手段; 総合型地域スポーツクラブの会閣総務等生涯スポーツ社会を実現すために

以降の政策への渓険[必要な施策を引き絞き災施する.特に，広域スポーツセンタ…脅威モデル苦手

多量の終了に伴い，これまで育成された広域スポーツセンタ…踏のネットワー

ク化を滋りつつ，新たに期待される役割について機能強化を行う.また，ス

ポーツ指導者の養成・確保については，スポ…ツ指導者が活用されるシステ

ムづくちに取り組むため，スボ…ツ指導者養成・滋般に関する調査研究会行:

つー


指標名
 14 15 16 

成人のi昆1留のスポ…ツ災施率
38.5% 

川基本図標� 7-1穏係)� 

l総合務ま海域スポーツクラブ数� i 

{達成母様 7 1 ~ 1関係� 
541 833 

1総合型地域スポーツクラブを育成して� l

いる市区町村数� 426 558 702 
(j索直立目標� 7 ~ 1 …1関係)


念図スポーツ・レクリょにーション祭参
 

加者数の潟催都道府県人口に占める割118.6%162.4% 116.0% 13u.4%136.1 % 

合{遠足立問標 7~1~2 関係}

スボ←ツ指導者養成活沼システム整備

事業に基づきスポーツ指導者養成等の� 
1 
2

44 1 45 1 45 45 1 40 
署長業を行った都滋府県数� ! 
(i家成目標 7~1 3関係)

参考撚様 総会製主主主義スポーツクラブ育成推進事 g

業によち総合型地域スボ…ツクラブを

育成している新たな市町村数
147 

;{達成目標 7 1 ~ 1関係)

;総合型地域スポーツクラブ育成般道主導事

業に基づき脊主主されている総合型地主主

スポーツクラブ数� ; 
239 

(透成目標 7~1 関係)

一一ー ツクラブ予言成モデル� f 

115 115 115 
1~ 1関係)

広域スポーツセシター育成モ

|実;施都道府祭数 2渇� 38 
!(達成目標 7 1関係)� 
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クラブマネジャー養成講潟会参加者数
I 130 I 105 I 151 I 155 I 181 (達成目標 7-1 関係� 1.uv 1 .vv 1 .u. 1 .VV  1 

全面スポーッ，レクリエ…ション祭参i

加者数(万人� 123 I 116 I 必� I 34 I 30 
(達成B標� 7-1-2関係)

三吉Aボーツ肇レクリエーション祭関

催都道府県の人口{万人� I118 I 186 I 288 I 102 I 83 
〈達成弓襟� 7-1-2関係〉

生涯スポーツコンペンション参台芸者数

〈達成呂標� 7-1-2関係}

生涯スポーツコンペシション参泌者ア

ンケート結系� (f全体を過しての印象j

に「大変良いJf良いjと留学事した設

の割合j

{達成目標 7-1-2関係)

ぐち評舗に用いたデータ� .1 総合型地域スポーツクラブ育成モデル繁栄はヤ成15年度限りマ終了してい

資料‘外部評餓等の状況iる.本事業に基づき育成された総合湿地域スボ…ツクラブは引き続き活動中

である.全面スポーツ・レクリエ…ション祭参加者数は延べ数である.

③主な政策手段� i致策手段の名称i政策手段の概要� 116年伎の災綴

(上位達成目標)1 1(得られた効糸，効話彩色有効 

[16年度予算額]1 1i金等)

総合型地域スポi民間スポーツ悶体の活用に� 1204市町村，� 239クラブ令支援

ーツクラブ育成|よる住民主導型の総合型地域|対象として指定した(新たに

推進事業 |スポーツクラプ育成を推進す|総合潟地域スボ…ツクラブの

(達成目標 7-1る育成を開始した市町‘村は147 
1 -1) [1，0111 市町村). 

百万円]

広域スポーツセ! 総合型地域スポーツクラブ| 新たに� 10終において，広域

ンター育成モデiの育成やその渓営にあたって|スポーツ々ンタ…会設護ました.

ル事業� iの指導・助言その他必要号な文

(達成目標 7-1援を担う広域スポーツセンタ� 

1 -1) [328百iーの育成を推進する.

万円]

クラブマネジャ iクラブマネジャーの養成議i新たに� 181人がクラブマネ

ー育成講習会のi習会会実施し，総合型地主義スiジャー遺産五主総潔会を受講した.

:実施〈達成目標iボーツクラブの育成・遂営会� 

17-1-1) 担う人材の養成を5怒る.
I[f総合型地域ス

ポーツクラブ充

実・強化のため

の環境整備J12 
百万円の内数]

生涯スポーツコi生涯スポーツ振興を担う潟1981入が生主義スポーツコン

ンペンションのi係者が意見交換を行い，積立|ペンションに参加したー参加

開催(達成目標i理解を深め，演係者向の協力|者アンケートマ� f念体'.i:-:i援し� 
7-1-2) 体制の強化を行う生援スポー|ての印象J~こ 

[f生涯スポーツ iツコンペンションを開催する.1ぃjと答えた者の割合が� 76.6%
コンペンションとなっている.



⑨備考

⑩政策評儀拐さ当務局の

所見� 
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〕
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〈遺成宮尊重7-1-1>
霞震の緩もがき主涯にわたりスポーツfこ重要しむ
ことができる犠{総合書官鳩峨スポーツクラブ}
の務総・支援を行う。
→"1.とに'1I1Æi!1z.で~ l，fill官舎11;級事Fスポーツ
ク.，:::1'1<お84クラブ.続f::1:llt!i'l!;総11Jt;(ポー
アタタプ'olllAE!IIJ鼻tL.k波却材紙1441!'JH/
、I6JEe'I:PJI31A 

..--'" 

くま陸線毘奇襲7-1-2>
スポーツ多舗促進のために事普及型整会袋行うa

吋~.スポーツ."タtj::r. -y]f.シ療への，M>> 
tlltOll週roo.ADf.ごt!i4d，filltt#a 
IIeJ8A "Cil:U/.IIJJEJii.J:I=.1A 

〈速球罰鎌7-1-3>
スポーツ徳導者の幾真意・被保袋行う。
吋スポ� 'YI6i6.Jtt威汚点'f};"スデム...ω� ゆ パ
}

F• '=11ブ造雪、 15éÁ/ë'(I)fI;泌がfll=~，， 1でA 
;ft'-'.Y"i6i1O*IiII.ごt!IT，fi..eJf_jι"C 

1.;1./， 1f.tJ..."ご'JI!J# 

2∞7 日本のスポーツ政策に関する政策善事綴(小林，布目，早111) 105 

の開催等j21E子
万円の内数]� I 

全国スポーツ・; 広く間氏にスポーツ・レタ� i平成� 16年� 10月iこ福井県で関|


レクリエーショ;ワエーシ羽ン活動を全密約な[儀がれ，選手毘，大会運営に!


|ン然の開催{逐i規模で実践する場会提供する|携わるL泉氏参加者を含め30万


!成自様 7 1 Iことによりー国民� l人ひとり|人が参加した.
 

2) のスポーツ・レクリふーショ 


ド金屋スポ…|ン活動への参加意欲を喚起し，


ツ・レクリエー|もって留民の生涯を通じたス


ション祭開催事jボーツ・レクリエーション滋; 


業J1538万円出動の綴興会図る，
 

スボ…ツ指導者; 都道府県が行う優秀な資質| 本補助泰雪さにより，� 40都道

|

i

養成治潟システiを有する指導者の養成砂確保|府県において，スポーツ指導� 

iム整俄考葬祭(逮[はもとより，活ffl.研修・情|者養成毒事の毒葬祭が行われた.

成呂標� 7 1 I報提供に至るまでの…殺した� 

i3)[101百万円]� Iシステムの携築を目指し，捻� 

I導ままの効楽的な活用を図る

言震に饗する経費の一部を

祷助する.� 

次年度においては，達成目標� 7 3について，達成度合いの判断基準

~明らかにするこたそ検討すべき.
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文部科学省実績評煩書一平成  17年度実績ー(概婆)  

1.趣旨・ 8的

平成  18年度文部科学省実総計画に主主づき、「文部科学省の使命と政策巨様Jの実現に

向けて文部科学省が平成 17年度に取り絡んだ施策について実績評価を実施 

2.獲量産書事鑑容の内容 

45飽策毘様  (217達成§標)ごとに以下の肉容を作成

・義本目標、達成田様について、平成 17年度の達成度合い (4段階)

.現状分析・今後の懇鏑・評価結果の政策への反映方針

枢街療・参考指標

・主な政策手段

-政策評備観当部局の所見

-評価結果の綴要についての説明図
 

3.置寧鍾司Eの主なa量普点

本年度においては、以下の各点を殺害き

。総策包爆(基本 g様)や途成宮様の達成度合いの判断基準をより明確化 

O施策の成果をま定量的に舵媛するための指標をさらに充実
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①上位の政策名 |政策目標 7 スポーツの振興

②施策名 |施策目標 7一I 生涯スポーツ杜会の実現

③主管課及び関係課� I(主管課)スポーツ・青少年局生涯スポーツ課(課長:鈴木 隆)

(課長名)

④基本目 標及 び達 成目標達成度合い又は

進捗状況

ア=想定した以上に達成|基本目標� 7-1 (基準年度 :13年度，達成年度:22年度) 概ね順調に進捗

イ=想定どおり達成� | 国民の誰もが，それぞれの体力や年齢，技術，興味・目

ウ=一定の成果が上がっ|的に応じて，いつでも，どこでも，いつまでもスポーツに

ているが，一部につ|親しむことができる生涯スポーツ杜会を実現する.


いては想定どおり達I[進捗状況の判断基準I

成できなかった� lア=成人の週� 1回のスポーツ実施率が50%以上

エ=想定どおりには達成� 1イ=各達成目標が「想定どおりに達成」もしくは「概ね順

できなかった� | 調に進捗」

ウ=達成目標に「一定の成果が上がっているが，一部につ

いては想定どおりに達成できなかった」もしくは「進

捗にやや遅れが見かられる」が見られる

エ=達成目標に「想定どおりには達成できなかった」もしく

は「想定したとおりには進捗していない」が見られる

達成目標� 7-1一1(再掲) 想定どおり達成

ア=想定した以上に順調基準年度:13年度，達成年度:22年度)

に進捗� | 国民の誰もが生涯にわたりスポーツに親しむことができ

イ=概ね順調に進捗 |る場を広げる取組を推進する.

ウ=進捗にやや遅れが見I[達成度合いの判断基準I
られる |ア=新たに育成されている総合型地域スポーツクラプ数が

エ=想定したどおりには� 2∞以上，かつ新たにクラプを育成している市区町村数

進捗していない が2∞以上

イ=新たに育成された総合型地域スポーツクラプ数が2∞以

上

ウ=新たに育成された総合型地域スポーツクラプ数が180以

上2∞未満

エ=新たに育成された総合型地域スポーツクラプ数が180未

満

達成目標� 7-1-2 想定どおり達成
(基準年度:13年度，達成年度:22年度)

国民のスポーツ参加を促進するため，スポーツに関する

普及啓発を進める.� 

I達成度合い(進捗状況)の判断基準I
全国スポーツ・レクリエーション祭への参加者数の開催都

道府県人口に占める割合

ア=27.8%以上

イ=22.8%以上27.8%未満

ウ=17.8%以上22.8%未満

エ =17.8%未満

達成目標7ー1-3 (基準年度:13年度，達成年度:22年度)I想定どおり達成

国民のニーズに対応した質の高いスポーツ指導者の養成・

確保を推進する.� 

I達成度合い(進捗状況)の判断基準】
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「スポーツ振興基本計画jに基づき行うスポーツ指導者養成

事業に係る見直しの進捗状況

イエスポーツ指導者養成事業について兇複しを行った.

ウz スポーツ指導者養成事業について兇厳し念行って

いない.� 

達成目標� 7-1 -1 

[平成 17年度の達成度合い]

しi多世代，多種目，多志向という特徴を持t:"地主義俊民により自主的・主体

た遼先立段標についてi的に運営されるスポーツクラブである総合滋地主義スポーツクラブの脊成・支� 

守主量殺，前年度より総合整地竣スポーツク7)王手17主総括援に絞り組んでいる霊平成i

;ラプは 1，038クラブ増加し，総合裂主主竣スポ…ツクラブを育成している市町村

は81増泌しているので，懇定どおりに議長立したと判断.


主霊成呂様� 7-1-2
 
i平成� 17年度の達成度合い]


思民一人ひとりのスポーツ・レクリエーシ翠ン減数への参加意欲を喚起し，国

民の伎涯を通じたスポーツ・レクリスーシ沼ン活動を振興するため，全毘スポ

ーツ・レクリエーション祭を岩手県で開催した.参加者は延べ32万人であり，

岩手県の人口に占める割合は23Mbであるため想定どおり達成したと判断.

告
現
状
の
分
析
主
義
の
潮
時
運

擦の途成度j

会い又Jま進捗状況I

達成凶標� 7-1-3
 
1平成� 17年度の達成度合い]


文部科学大臣認定のもとに各スポーツ間体が災施していたスポーツ指導者

養成事業が，国民のスポーツニ…ズの変化に十分応、えられなくなってきてい

ることから，� Iスポ}ツ振興まま本語十蘭Jにおいて当該認定制度の見直しを行う

こととしている.また.� I公議法人に対する関与のあり方の改革実施計画J(H 

14.3.29調議決定)において，公主義法人の行う号葬祭に対する閣の認定等につい

て平成� 17年度政りをもって一律に廃.LI:i"るなど捻麓を講ずることとされてい

る.これらを踏まえ，スポーツ指導事務豪華成幾多量の認定制度を遅延なく廃止し，

;さらに，今後の指導者重要誌のあり方について. (財)日本体脊協会と各スポー

ツ箆体において指導者養成制度の箆獲し会災絡しているので，想定どおり達

成したと判断.� 

i平成17年度の達成度合いi
の迷詩文度合い又は進i肉強府の� f体力・スポーツに憶する後議案潟ままJIま3年ごとに実施されるた

捗状況 |め，平成17年度における主主人の滋� 1測のスポーツ実施塁手に基づき判断するこ

とはできない.各達成日擦の遠足立度合いから判断すると� .7-1-1は� f想
定どおりに達成J.7 2は� f慾定どおりに遼成ム� 7-1-3は� f想定

どおり達成jであるため，基本筏擦� 7 11ま「概ね順調に進鯵jと判断.

(遠足覧図|達成目標 7-1 -1 

標そ撃の追加� e修正及| 平成� 12年に策定した� fスポ…ツ振興宗悲本計測jにおける平成22年度までに

びそのま製自を含む)I全国の各市区町村において少なくとも� 1つは総合裂地域スポーツクラプを育

成するという目標達成のため，引き続き各機事業に取り組んでいく必要がある.

達成目標� 7-1-2

日本全国においてスポーツ相レクリエ…ション活動を振興するため，引き

続き全国スポーツ・レクリヱーション然号事のまま及瞥発守主薬を開催していく.

達成目標� 7-1-3

質の高い技術・技能を有するスボ…ツ捻導者の養成や効果的な活用方法に

ついて，スポーツ図体や地方公共間体における現状と謀議を誇まえつつ，実

践的な譲査研究を行うー
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評価結果の� 18年度 総合裂地域スポーツクラブの全国展開を図るため，王子成� 19年度より総合遡

以降の政策への反映 地域スポーツクラブの意義を直接広報的に広報するフォ ラムを開催するな

方針 ど，生渡スポーツ社会を実現すために必要な施策を引き絞殺笑織する.また，

スポーツ指導者の養成・確保については，スポ…ツ指場事者が活用されるシス

テムづくりに取り組むため，スポーツ指導者養成・活用に関する調査研究会

行う.

{争指様 指榛名 平成13 14 15 16 17 

成人の遇� 1屈のスポーツ実施率� 
38.59ら

{基本目標 7 -1関係}

総合型地域スポーツクフプ数� 
541 833 1117 2155

{途完走目標 7-1-1関係}

総会畿地主義スポーツクフブを育成して

いる市区町村数� 426 558 702 ?部

{途成8標� 7-1-1関係}

会問スポーツ・レクリエーション祭参

加者数の開催都道府祭人口に占める言語� 62.4%16.0% 30.4% 36.1 % 23.0% 
会(達成目標� 7-1-2関係)

参考指標 総合型地域スポーツクラブ育成推進事

業に基づき育成されている総合型地域

スポーツクラブ数� 
236 431 

(途成目標 7-1-1関係)

クフプマネジャー養成講習会参加者数

(達成目標 7 -1 -1関係)� 105 151 155 181 187 

会悶スポーツ・レクリエーション祭参

加者数(万人)� 
116 46 34 30 32

(達成目標 7-1-2関係)

会問スポーツ・レクリエーション祭関

催事事選府県の人口{万人)� 186 総8 102 部� 139 
{途成目標 7-}-2凋係)

ぐち務継にFおいたデ…タ・蓄を 全国スポーツ・レクリエーション祭参加者数は延べ数である.

料・外務華子級者撃の状況

さ診主な設費覧手段(滋去に 政策手段の名称、;政策手段の概要� 17若手渡実績{得られた効果，

寒苦幾・拡充幾多量妻子織を (上位達成自襟〉 効率俊，有効性毒事)

実絡し，lJZ成1語学獲に� (17年度予算額〕

遼成長手渡が到来する事 総会護主主主愛スポ 民間スポーツ図体の活用3こ431クラブが育成されつつあ
費量 ーツクラブ育成 よる住民主導裂の総合墾主主竣 る.

幾遂事業 スポーツクラブ脊成会推進す

{達成包標 7-る.

(1，3揺百万円)

会図スポーツ・ 広く国民にスポーツ・レク 平成17年10月に岩手察で務縫

レクリエーショ リエーション活動を全国的な され， 大会運営に携

ン祭開催事業 規模で実践する場を提供する わる県民参加者を含め32万人

(途成目標 7-ことにより，国民� I人ひとり が参加した.� 

1 -2) のスポーツ・レクリエーシ謂� 

(154百万円〕 ン活動への参加意欲を喚起し，
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;もって溺 Zそのそ怠議会通じたス

ポーツ・レクリエーシ� 3 ンi言
動の緩夢警告滋J.J.

スポーツ指導者� f公主義法人tこ対する関与のあ

サ25害事

平成� 18王手� 4月� 1臼に後令を挙違

の知識・技能審

査事業の認定に� 

関する規程及び

スポーツ指導者

の知識・技能審

査事業の名称等

に関する省令の

廃止

{達成目標 7 

1 -3) 

※スボー

り11の己主講を実施計函� J(日 止した.

14.3.29 iこ基づき，

スポ ツ指導者の知識・技能

審資事業の文部科学大使認定

制度安定めている左記省令を

平成� 17年皮中に廃止する.

〈達成自爆?ー� 1-1>
臨民の騒もがき主涯にわたりスポ叩ツに織しむ
ことができる織を広げる費量級を縁組監する� s 

→1u*IIJ:Yliltt8t幼ittスポーツクタブ品t 
1，038クラブ'i#1IIt-.1iI~世'If;刻噸t.:::cポーツクタ
ブ，*1fRt.ιで'/，� l~ilifIJ梯おlJ11J11，ιτ"(，''I5dJ 
ZぇJlJEt!!t;ダ，.Iit

く達成寝袋� 7-1ーま〉

スポーツ参議i促進のた� Sうに事普及聖書殺をft弘
→会'S;Q/f-':I''''タグZーシsシ*，dJ_1II 
••Øll司f~JI1..A. DI=t!i"'~"tt;t，ril 
去の亭~J$~J#;fで~'IJ.IIJÊt.瀞ダ，.Iìt

く達成目標� 7-1 3>十� 

スポーツ指.'賓の豊島成・機保義行う� 
... ..→スポ'-':IJ置1J11 Iit ØIKJÊ II~JI 

m町.~L.(M)B*~1f._&*Ã*­
"
a

':1 lldJM/#.ζ� .b"，で揚指.*litfI JI.iι*Jf 
.L去のt".IIJEet;IJJ61it 
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文部科学者量事業務{述書喜一平成19奪E産業者燦"鉱究調臨調盤整事… {綴警察〉

L.JLJ重

平成� 18年度文部科学議実施ますimilこ基づき毒事業務僚を実銭。

つ;務幾・捻充毒事業務鑓{善事務評儀}

寺.~均等!i毅算要求iこかする新幾・主主ヲ患者事業のうち、枚重量的影響又i孝司予事事主義毒薬(1)j;:~きいものを対
象;こ、著書1障の必要要性‘有効後・効率然、得ょうとするま書幾軍事について毒事総務毒薬豪雪聖書整合没援護裳}� 

(2)絞綬:事業評{益(:察後蓄率癒}� 

f緩3奇襲季語主遼誉と型車重量敬喜uこ語草する喜喜本方針2005Jにおけるf緩祭賞義援毒葬祭J!こまま録されている豪華
事義務量産について事後務長蓄を薬事態ヨ寒寒)� 

2~. .桑野鍾容の主主な盗事事怠 

(1)広報室十滋について
事業iこ対する富良の理母華や協カを俊し、事業のFi滑な実線を綴るため、者慎重量線始跨に


おける毒事業内容の広報室十葱を蕊織する織を途方語。

ー効率約，君主義的な広報を事貫録する態点からJ，特1::伝えたい対象、 f総長えたいメッヤ-~人為伝える級生本.2ま u:
毛色伝えるうFイミング‘を奇書挺することとし、事業対象事;1こ重きする機事霊祭儀.広務方揮を.~善意Iæ 

(2if政策評儀宮房ヒアリングjにおいて、政策務織と平成19年E壁紙繁華善玉訟の護憲機を強化し、
事業評価を通じて、成集目標、指標の猿~の障再認化毒事?を費総務。 

φ事業名� (85]総合型地域スポーツクップ育成推進著書業

住管課及び関係課

(課長名)

(主管課)スポーツ・青少年局生滅スポーツ潔(課長:鈴水際)

①施策目標及ぴ達成目標 施策目標� 7-1 生涯スポーツ社会の実現

達成呂襟� 7-1-1 国民の識もが生涯にわたりスボ…ツに殺しむことがで

きる場を広げる取組を推進する.

@奇襲業の概要 本事業は，地域住民が日常的にスポーツを行う場となる総会裂議長域スボ…

ツクラブの育成を推進し，全国農祷を図ることにより，沼氏のま撃もが身近に

スポーツに栽しむことのできる生涯スポ…ツ役会の爽淡をお採すものである，

平成� 19年度においては，引き緩急� 400力発号{新幾200ヵ 継続200ヵ所)

の総合型地域スポーツクラブの育成を行う‘なお， れま 民間スポ…

ツ毘体に対する委託事業として笑施している.

さむ予算額及び事業湾始

若手度

王子王立均年度概算要求額:1，102a万円〈王子主主� 18年度予繁綴:1，025百万円)

事業関始年度:王子淡路年度

各市町村を対象iこ，総合聖地域スポーツクフブが，スボ…ツ活動の場のみ

ならず，地域住民の交流の主義や資少年の健余賛成などにも大きな役割令系た

していることを理解してもらうためのフォーラム会開催し，言支援釣にj本線治

動を行う.

会事業開始特において得

ょうとした効果

本事業は，総合型地域スポーツクラブの育成を後進することを目指し，守主

成16年に開始され，平成22年度までに金留の草寺市区町村おいて少なくとも一

つは総合型地域スポーツクラプを育成することをう予定していた.

!③得られた効果 平成� 17年7月現在，� 783市町村において2，155クフブが育成されている.
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⑨得ょうとする効果及び

上位目標との関係

⑪必要性

⑫効率性

⑬想定できる代替手段と

の比較考量

⑬ 指標・参考指標� 

有� 

効
効果の把握の仕方

'性

得ょうとする効果の

達成見込み及びその

判断根拠

⑮公平性，優先性

⑮評価に用いたデータ・

情報・外部評価等

⑫備考

ヲ|き続き，本事業により総合型地域スポーツクフブの全国展 ⑩達成年度
聞を推進し，平成22年度までに全国の各市区町村に少なくとも

一つは総合型地域スポーツクラブを育成することを目指す. 平成22年度
また，総合型地域スポーツクラブの育成・定着を通じて，国

民の誰もが身近にスポーツに親しむことができる環境づくりを

促進し，成人のスポーツ実施率の向上，ひいては生涯スポーツ

社会の実現を目指す.

スポーツは心身の健全な発達を促すとともに，明るく活力に満ちた生き甲

斐のある社会づくりに寄与するものであり，我#を取り巻く社会環境が変化

する中でますますその重要性が高まってきている.一方で，我が国の成人の

週一回以上のスポーツ実施率は約38.5%と50%を超えるヨーロッパの先進諸

固に比べて低い状況にあり，国民が身近にスポーツに親しむことができる環

境づくりが必要である.文部科学省では平成� 12年� 9月に「スポーツ振興基本

計画Jを策定し，国民の誰もがいつでも，どこでも，いつまでもスポーツに

親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に向け，成人の週一回以上のス

ポーツ実施率を� 50%以上とすることを目指し，そのために不可欠な施策とし

て平成22年度までに総合型地域スポーツクラブを全国の各市区町村に少なく

とも一つは育成することを目標に掲げ，各種施策を推進してきている.平成� 

17年� 7月現在，� 783市区町村において� 2，155クラブが育成されているが，その

全国展開に向けて，今後更に支援を続けていく必要がある.

本事業の予算規模は� 1，102百万円(平成� 19年度概算要求)である.

本事業の実施により，全国において4∞ヵ所以上のクラブ育成が見込まれる.

本事業は，国の委託事業により行うが，地方自治体の一般財源により行う

こととした場合，同様の事業を全自治体が実施することは見込めず，総合型

地域スポーツクラブの全国展開を図ることはできない.また，全国的な組織

基盤を有する民間スポーツ団体を活用することによって，効率的に本事業を

実施することができる.

以上から，本事業によって効果が効率的に得られるものと判断.� 

I指標]全国の総合型地域スポーツクラブの数

I参考指標1成人の週一回以上のスポーツ実施率

地方公共団体に対して総合型地域スポーツクフプの実態について調査を実

施，全国の各市区町村における総合型地域スポーツクラブの育成状況を把握

し，その全国展開の進捗状況を検証する.

平成� 17年� 7月時点で，全国で783市区町村において� 2，155の総合型地域スポ

ーツクラブが育成されており，全国の各地域に定着しつつある.今後も当該

事業の更なる拡充により，その育成が促進されると判断.

「スポーツ振興基本計画」において，総合型地域スポーツクラブの全圃展開

は，生涯スポーツ社会の実現のために必要不可欠な施策とされており，本事

業を優先的に実施すべきである.
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